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一

蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
三
）

山

本

和

義

蔡
　

　

毅

中
　

裕

史

中
　

純

子

原

田

直

枝

西

岡
　

淳

（
南
山
読
蘇
会
）

中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡

詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

子
由　

新
た
に
汝
州
の
龍
興
寺
の
呉
が
画
け
る
壁
を
修
す
（
二
〇
〇
七
）

高
郵
に
過
り
て
孫
君
孚
に
寄
す
（
二
〇
〇
八
）

僕　

至
る
所
未
だ
嘗
て
出
で
て
游
ば
ず
。
長
蘆
を
過
ぐ
る
と
き
、
夫
禅
師
病
甚
だ
し
と
聞
く
。
一
た
び
問
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
既

に
見
ゆ
れ
ば
則
ち
間
ゆ
る
有
り
。
明
日　

風
に
阻
ま
る
。
復
た
留
ま
っ
て
之
に
見
え
、
三
絶
句
を
作
り
て
聞
復
に
呈
す
。
幷
び
に
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二

請
い
て
転
じ
て
参
寥
子
に
呈
し
て
各
お
の
数
首
を
賦
せ
し
む
（
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
一
）

六
月
七
日
、
金
陵
に
泊
し
て
風
に
阻
ま
る
。
鍾
山
泉
公
の
書
を
得
た
り
。
詩
を
寄
せ
て
謝
を
為
す
（
二
〇
一
二
）

清
涼
寺
の
和
長
老
に
贈
る
（
二
〇
一
三
）

予　

前
後
余
杭
に
守
倅
た
る
こ
と
凡
そ
五
年
。
夏
秋
の
間
、
蒸
熱　

過
ご
す
べ
か
ら
ず
。
独
り
中
和
堂
の
東
南
頬
は
、
海
門
を
下

瞰
し
、
万
里
を
洞
視
し
、
三
伏
に
も
常
に
蕭
然
た
り
。
紹
聖
元
年
六
月
、
舟
行
し
て
嶺
外
に
赴
く
に
、
熱　

甚
し
。
忽
ち
此
の
処

を
憶
う
て
、
是
の
詩
を
作
る
（
二
〇
一
四
）

慈
湖
夾
に
て
風
に
阻
ま
る　

五
首
（
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
〜
二
〇
一
九
）

廬
山
の
下
を
過
ぐ　

幷
び
に
引
（
二
〇
二
〇
）

二
〇
〇
七
（
施
三
四
―
四
四
）

子
由
新
修
汝
州
龍
興
寺
吳
畫
壁

子し

由ゆ
う　

新あ
ら

た
に
汝じ
よ

州し
ゆ
うの

龍
り
よ
う

興こ
う

寺じ

の
呉ご

が
画え
が

け
る
壁へ
き

を
修し
ゆ
うす

1　

丹
靑
久
衰
工
不
藝　
　
　

丹た
ん

青せ
い

久ひ
さ

し
く
衰お
と
ろ

え
て　

工こ
う　

藝げ
い

あ
ら
ず

2　

人
物
尤
難
到
今
世　
　
　

人じ
ん

物ぶ
つ　

尤も
つ
と

も
今こ
ん

世せ
い

に
到い
た

り
難が
た

し

3　

每
摸
市
井
作
公
卿　
　
　

毎つ
ね

に
市し

井せ
い

を
摸ぼ

し
て
公こ
う

卿け
い

と
作な

す

4　

畫
手
懸
知
是
徒
隸　
　
　

画が

手し
ゆ　

懸は
る
か

に
知し

る　

是こ

れ
徒と

隷れ
い

な
る
を

5　

吳
生
已
與
不
傳
死　
　
　

呉ご

生せ
い　

已す
で

に
不ふ

伝で
ん

と
与と
も

に
死し

し
て

6　

那
復
典
刑
留
近
歲　
　
　

那な
ん

ぞ
復ま

た　

典て
ん

刑け
い　

近き
ん

歳さ
い

に
留と
ど

ま
ら
ん

7　

人
閒
幾
處
變
西
方　
　
　

人じ
ん

間か
ん　

幾い
く

処と
こ
ろ

か
西せ
い

方ほ
う

を
変へ
ん

ず
る

8　

盡
作
波
濤
翻
海
勢　
　
　

尽
こ
と
ご
と

く
波は

濤と
う

の
海う
み

を
翻
ひ
る
が
え

す
勢
い
き
お
い

を
作な

す
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三

9　

細
觀
手
面
分
轉
側　
　
　

細こ
ま

か
に
観み

れ
ば　

手し
ゆ

面め
ん　

転て
ん

側そ
く

を
分わ

か
つ

10　

妙
算
毫
釐
得
天
契　
　
　

妙み
よ
う

に
毫ご
う

釐り

を
算か
ぞ

え
て
天て
ん

契け
い

を
得え

た
り

11　

始
知
眞
放
本
精
微　
　
　

始は
じ

め
て
知し

る　

真し
ん

放ぽ
う

は
本も

と
精せ
い

微び

な
る
を

12　

不
比
狂

生
客
慧　
　
　

狂き
よ
う

花か

の
客か
く

慧け
い

を
生し
よ
う

ず
る
に
比ひ

せ
ず

13　

似
聞
遺
墨
留
汝
海　
　
　

似ほ
の

か
に
聞き

く　

遺い

墨ぼ
く　

汝じ
よ

海か
い

に
留と
ど

む
と

14　

古
壁
蝸
涎
可
垂
涕　
　
　

古こ

壁へ
き　

蝸か

涎せ
ん　

涕な
み
だ

を
垂た

る
可べ

し

15　

力
捐
金
帛
扶
棟
宇　
　
　

力つ
と

め
て
金き
ん

帛ぱ
く

を
捐す

て
て
棟と
う

宇う

を
扶た
す

け

16　

錯
落
浮
雲
卷
新
霽　
　
　

錯さ
く

落ら
く

た
る
浮ふ

雲う
ん　

巻ま

き
て
新あ
ら

た
に
霽は

る

17　

使
君
坐
嘯
淸

餘　
　
　

使し

君く
ん　

坐ざ

嘯し
よ
う

す　

清せ
い

夢む

の
余よ

18　

幾
疊
衣
紋
數
衿
袂　
　
　

幾い
く

畳じ
よ
う

の
衣い

紋も
ん

ぞ　

衿き
ん

袂べ
い

を
数か
ぞ

う

19　

他
年
弔
古
知
有
人　
　
　

他た

年ね
ん　

古
い
に
し
え

を
弔ち
よ
う

す　

知し

ん
ぬ　

人ひ
と

有あ

ら
ん

20　

姓
名
聊
記
東
坡
弟　
　
　

姓せ
い

名め
い　

聊い
さ
さ

か
記し
る

さ
ん　

東と
う

坡ば

が
弟
お
と
う
と

と

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。
知
定
州
の
任
を
解
か
れ
、
英
州
（
広
東
省
）
へ
赴
く
途
次
に
汝
州
（
河
南
省
）
に
在
っ
た
。

○
子
由　

蘇
轍
（
字あ
ざ
なは

子
由
）
は
、
紹
聖
元
年
四
月
に
門
下
侍
郎
の
職
を
解
か
れ
、
知
汝
州
と
し
て
汝
州
に
在
っ
た
。
○
新
修
汝
州
龍
興

寺
呉
画
壁　

蘇
轍
「
汝
州
龍
興
寺
に
て
呉
画
の
殿
を
修
す
る
記
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
一
）
に
、「
華
厳
の
小
殿
を
観み

る
に
、
其
の
東
西

の
夾き
よ
うは
、
皆
な
道ど
う

子し

が
画え
が

け
る
所
な
り
。
東
は
維
摩
・
文
殊
為た

り
て
、
西
は
佛
成
道
為た

り
。
…
…
筆
跡
尤
も
放
ほ
し
い
ま
まな
り
。
然
れ
ど
も
屋
瓦

は
弊や
ぶ

れ
漏も

れ
、
塗
桟
は
缺か

け
弛ゆ
る

み
て
、
幾ほ
と
んど
風
雨
に
侵お
か

さ
れ
ん
と
す
」（
夾
は
、
正
殿
の
両
わ
き
の
部
屋
）
と
、
蘇
轍
が
龍
興
寺
を
訪
れ

て
目
に
し
た
呉
道
子
の
壁
画
と
そ
の
堂
宇
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堂
宇
の
修
理
は
、
蘇
轍
ら
の
援
助
で
行
わ
れ
た
。
記
に
は
五
月

二
十
五
日
の
日
付
が
あ
る
。
呉
は
、
唐
の
玄
宗
期
の
画
家
で
あ
る
呉
道
玄
（
字
は
道
子
）
の
こ
と
。
蘇
軾
「
見
る
所
の
開
元
寺
の
呉
道
子
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四

が
画え
が

け
る
仏
の
滅め
つ

度ど

を
記
し
て
以
て
子
由
に
答
う
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
三
七
一
頁
）
を
参
照
。
こ
の
龍
興
寺
の
画
壁
に

つ
い
て
は
、
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
』
巻
一
四
に
も
言
及
が
あ
り
、「
一
壁
は
維
摩
示し

疾し
つ

・
文
殊
來ら
い

問も
ん

・
天
女
散さ
ん

花げ

を
作
し
、
一
壁
は
太
子

遊
四
門
・
釋
迦
降ご
う

魔ま

成じ
よ
う

道ど
う

を
作
し
、
筆
法
奇
絶
な
り
」
と
あ
る
。

1
○
丹
青　

赤
と
青
の
絵
具
、
ひ
い
て
は
絵
画
を
い
う
。
蘇
軾
「
水
官
の
詩
に
次
韻
す
」
詩
に
、「
丹
青　

偶た
ま

た
ま
戯た
わ
むれ
を
為な

し
、
指
を

染
め
て
初
め
て
黿げ
ん

を
嘗な

む
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
二
四
〇
頁
）
を
参
照
。
〇
工
不
藝　

工
は
、
画
工
の
こ
と
。

藝
は
、
才
能
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
「（
冉ぜ
ん

）
求き
ゆ
うや
藝
」（
冉
求
は
孔
子
の
弟
子
の
ひ
と
り
）
と
あ
り
、
孔
安
国
が
「
藝

は
才
藝
多
き
を
謂
う
」
と
注
し
て
い
る
。
2
○
人
物
尤
難　

張
ち
よ
う

彦げ
ん

遠え
ん

『
歴
代
名
画
記
』
巻
一
「
論
画
六
法
」
の
条
に
、「
顧こ

愷が
い

之し

曰
く
、「
人

を
画え
が

く
は
最
も
難か
た

し
。
次
は
山
水
、
次
は
狗く

馬ば

な
り
。
其
の
台だ
い

閣か
く

は
、
一
定
の
器
耳の
み

に
し
て
、
差や

や
為な

し
易や
す

き
な
り
」
と
」
と
あ
る
東
晉

の
画
家
顧
愷
之
の
言
葉
に
基
づ
く
。
3
○
市
井　

市
井
の
人
。
す
な
わ
ち
町
に
住
む
庶
民
の
こ
と
。
鮑
照「
行
薬
し
て
城
東
の
橋
に
至
る
」

詩
（『
鮑
氏
集
』
巻
五
）
に
、「
擾
じ
よ
う

擾じ
よ
うた

る
遊ゆ
う

宦か
ん

の
子し

、
営え
い

営え
い

た
る
市し

井せ
い

の
人
」
と
あ
る
。
〇
公
卿　

高
位
高
官
の
こ
と
。
4
○
画
手　

画

工
の
こ
と
。
杜
甫
「
冬と
う

日じ
つ

洛
城
の
北　

玄げ
ん

元げ
ん

皇
帝
の
廟
に
謁え
つ

す
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
）
に
、「
画
手　

前ぜ
ん

輩ぱ
い

を
看
る
に
、
呉
生
（
呉

道
子
）
遠
く
擅せ
ん

場じ
よ
う」
と
あ
る
。
〇
徒
隷　

刑
に
服
し
て
い
る
奴
隷
。『
後
漢
書
』
隗か
い

囂ご
う

伝
に
、「
徒
隷
殷お
お

い
に
積
も
る
こ
と
数
十
万
人
、
工

匠
飢
え
死
し
て
長
安
皆
な
臭に
お

う
」
と
あ
る
。
5
○
呉
生　

呉
道
玄
（
字
は
道
子
）
の
こ
と
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
〇
与
不
伝
死　

奥
義
を

伝
え
ず
に
亡
く
な
る
こ
と
。『
荘
子
』
天
道
篇
に
、「
古
の
人
は
其
の
伝
う
可べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
与と
も

に
死
せ
り
」
と
あ
る
。
6
○
典
刑　

旧

来
の
き
ま
り
、
や
り
か
た
。「
子
由
の
「
蔣
し
よ
う

夔き

が
代だ
い

州し
ゆ
うの

学
官
に
赴
く
を
送
る
」
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
二
四

頁
）
を
参
照
。
7
○
変
西
方　

呉
道
子
が
極
楽
浄
土
を
え
が
い
た
変
相
図
。
変
は
、
変
相
の
こ
と
。
西
方
は
、
西
方
浄
土
、
極
楽
浄
土
を

い
う
。
蘇
軾
「
地
獄
変
相
の
偈
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
二
二
）
に
、「
我
れ
は
聞
く　

呉
道
子
、
初
め
て
酆ほ
う

都と

の
変
を
作な

し
、
都
人　

罪ざ
い

業ご
う

を
懼お
そ

れ
て
、
両
月　

屠と

宰さ
い

を
罷や

む
と
」
と
あ
る
。
8
○
尽
作
一
句　

呉
道
子
の
描
い
た
ど
の
絵
に
も
、
翻
る
海
波
の
よ
う
な
筆
の
勢
い
が

あ
る
こ
と
を
い
う
。
蘇
軾
「
鳳
翔
の
八
観
、
王
維
・
呉
道
子
の
画
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
〇
八
頁
）
に
、「
道
子
は
実じ
つ

に
雄ゆ
う

放ほ
う

、
浩こ
う

と
し
て
海か
い

波は

の
翻
ひ
る
が
える

が
如
し
」
と
、
そ
の
画
風
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
9
○
細
観
一
句　
『
四
河
入
海
』
巻
一
二
の
二
に
引
く
一

韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
坡
（
ガ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
審
細
ニ
呉
ガ
画
ヲ
見
レ
バ
、
能
ク
人
ノ
手
足
ヲ
画
（
キ
）
テ
、
表
裏
転
側
ノ
形
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五

ガ
分
明
ナ
ゾ
。
手
面
ト
云
（
フ
）
ハ
手
ノ
内
ゾ
」
と
あ
る
。
転
側
は
、
ひ
ね
り
か
た
む
け
る
こ
と
。
白
居
易
「
繚
り
よ
う

綾り
よ
う」
詩
（『
白
居
易
集

箋
校
』
巻
四
）
に
、「
異
彩
と
奇
文
と
相あ
い

隠い
ん

映え
い

し
、
転
側　

花
を
看み

れ
ば　

花
定
ま
ら
ず
」
と
あ
る
。
10
○
妙
算　

理
知
の
世
界
を
越
え

た
と
こ
ろ
ま
で
読
み
取
る
こ
と
。
陶
淵
明
「
士
の
不
遇
に
感
ず
る
賦　

幷
び
に
序
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
に
「
嗟あ

乎あ

、
雷
同
し
て
異
を

毁毁そ
し

る
、
物　

其
の
上か
み

を
悪に
く

み
、
妙
算
者
を
迷ま
よ

え
り
と
謂い

い
、
直
道
者
を
妄
な
り
と
云
う
」
と
あ
る
。
〇
毫
釐　

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
こ
と
。

「
呉
道
子
が
画
の
後
に
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
七
〇
）
に
、「
自
然
の
数
を
得
て
、
毫ご
う

末ま
つ

も
差た
が

わ
ず
」
と
、
呉
道
子
の
絵
を
実
物
と
わ
ず

か
の
違
い
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
〇
得
天
契　

天
契
は
、天
の
創
り
出
し
た
姿
、造
物
者
が
創
り
出
し
た
も
の
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、

「
天
契
ハ
、
天
符
ゾ
。
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
天
ノ
符
契
ヲ
得
テ
、
神
通
妙
用
ヲ
得
（
ル
）
ヲ
云
（
フ
）
ゾ
」
と
あ
る
。
11
○
真
放　

ま

こ
と
の
豪
放
。
皮
日
休
「
七
愛
詩　

幷
び
に
序
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
八
）
に
、「
逸
気
を
負
う
者
は
必
ず
真
放
有
り
、
李
翰
林
を
以
て

真
放
と
為
す
」
と
あ
る
。
〇
精
微　

繊
細
な
精
密
さ
。『
荀
子
』
賦
篇
に
、「
大
な
る
こ
と
天
に
も
参な
ら

び
、
精
微
に
し
て
無
形
な
り
」
と
あ

る
。
成
公
綏
「
嘯
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
八
）
に
、「
精
微
は
以
て
幽
を
窮き
わ

め
深
き
を
測は
か

る
に
足
る
」
と
あ
る
。
12
○
狂
花　

季
節
を
違

え
て
開
く
花
。
白
居
易
「
早
冬
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
〇
）
に
、「
十
月　

江
南　

天
気
好よ

し
、
憐
む
べ
し　

冬
景
の
春
華
に
似

た
る
を
…
…
老ろ
う

柘し
や　

葉
は
黄き

に
し
て
嫩ど
ん

樹じ
ゆ

の
如
く
、
寒
桜　

枝
は
白
く
し
て
是
れ
狂
花
な
り
」（
柘
は
山
桑
、
嫩
樹
は
若
木
の
こ
と
）
と

あ
る
。
○
客
慧　

一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
客
恵
ト
云
（
フ
）
ハ
、
狂
花
ニ
ツ
イ
テ
云
（
フ
）
ゾ
。
真
実
ノ
知
恵
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
。
フ
ツ
ト

外
ヨ
リ
デ
ク
ル
知
恵
ゾ
」
と
あ
る
の
に
従
う
。
13
○
汝
海　

汝
州
を
い
う
。
白
居
易
「
劉
汝
州
が
侍
中
の
長
句
を
寄
せ
ら
れ
し
に
酬む
く

ゆ
る

に
和
し
…
…
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
二
）
に
、「
洛
川
・
汝
海
は
封ほ
う

畿き

に
接
し
、
履
道
・
集
賢
は
來
往
頻し
き

り
な
り
」
と
あ
る
。
14

○
蝸
涎　

カ
タ
ツ
ム
リ
の
出
す
粘
液
。
ま
た
、カ
タ
ツ
ム
リ
が
通
っ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
粘
液
で
で
き
る
跡
。
作
品
番
号
一
九
二
二
の
詩
に
、

「
魚ぎ
よ

沫ま
つ　

蘋ひ
ん

渚し
よ

に
依よ

り
、蝸か

涎せ
ん　

綵さ
い

楹え
い

に
上の
ぼ

る
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
五
）』）
を
参
照
。
15
○
力
捐
一
句　

金
帛
は
、

黄
金
や
絹
織
物
。
白
居
易
「
洛
下
に
卜
居
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
八
）
に
、「
三
年　

郡
を
典
つ
か
さ
どり

て
帰
り
、
得
る
所
は
金
帛
に
非あ
ら

ず
、天
竺
の
石
両
片
と
、華
亭
の
鶴
一い
つ

隻せ
き

な
り
」
と
あ
る
。『
韻
語
陽
秋
』
巻
一
四
に
、「
子
由
曾
て
百
縑け
ん

を
施
す
」（
縑
は
、か
と
り
ぎ
ぬ
。

書
画
を
か
く
の
に
用
い
ら
れ
た
）
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
轍
が
呉
道
子
の
絵
の
あ
る
龍
興
寺
の
堂
宇
の
改
修
を
援
助
し
た
こ
と
を
い
う
。
詩

題
の
注
も
参
照
。
16
○
錯
落　

い
り
ま
じ
っ
て
乱
れ
た
さ
ま
を
い
う
畳
韻
語
。
白
居
易
「
閑
居
偶
吟
、
鄭て
い

庶し
よ

子し

・
皇こ
う

甫ほ

郎ろ
う

中ち
ゆ
うを
招
く
」
詩
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六

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
）
に
、「
古
石　

蒼あ
お

く
し
て
錯
落
た
り
、新
泉　

碧あ
お

く
し
て
縈え
い

紆う

た
り
」
と
あ
る
。
17
○
使
君　

知
事
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
知
汝
州
で
あ
る
蘇
轍
を
さ
す
。
〇
坐
嘯　

仕
事
を
せ
ず
に
、
の
ん
び
り
と
坐
っ
て
詩
を
詠
ず
る
こ
と
。
蘇
軾
「
趙
ち
よ
う

郎ろ
う

中ち
ゆ
う

和
せ

ら
る
…
…
」
詩
に
、「
頗す
こ
ぶる
老
子
を
哀あ
わ

れ
ん
で
日ひ

び
に
飲
ま
し
む
、
君
が
為た
め

に
坐ざ

嘯し
よ
うし
て
画か
く

諾だ
く

を
主
つ
か
さ
どら
ん
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
東
坡

詩
集
』
第
四
冊
一
一
七
頁
）
を
参
照
。
〇
清
夢　

俗
塵
に
汚
さ
れ
な
い
清
ら
か
な
こ
こ
ろ
の
人
が
見
る
夢
。「
章
七
が
出
で
て
湖
州
に
守

た
る
に
和
す　

二
首
」そ
の
一
に
、「
只た

だ
応ま
さ

に
未い
ま

だ
君く
ん

恩お
ん

の
重
き
に
報
ぜ
ず
、清
夢　

時じ

時じ　

玉
ぎ
よ
く

堂ど
う

に
到
る
べ
し
」と
あ
る
。
そ
の
注（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
九
二
頁
）
を
参
照
。
18
○
幾
畳
一
句　

壁
に
描
か
れ
た
維
摩
詰
・
文
殊
菩
薩
・
釈
迦
な
ど
の
ま
と
う
法
衣
の
幾
重

に
も
な
っ
た
襞ひ
だ

や
、
衿え
り

、
袂そ
で

の
形
ま
で
も
は
っ
き
り
と
み
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
見
事
ニ
修
（
シ
）

タ
ル
程
ニ
、
仏
ノ
衣
紋
モ
衿
袂
モ
、
キ
ツ
カ
ト
シ
テ
数
（
ヘ
）
ツ
ベ
キ
ゾ
」
と
あ
る
。
19
○
弔
古　

い
に
し
え
の
人
物
や
事
件
に
感
慨
を

も
よ
お
す
こ
と
。
李
端
「
友
人
を
送
る
」
詩
（『
御
覧
詩
』）
に
、「
聞き
く
な
ら説

く　

湘し
よ
う・

川せ
ん

の
路
、年
年　

古
い
に
し
えを

弔ち
よ
うす

る
こ
と
多
し
と
」
と
あ
る
。

　

画
道
が
衰
え
て
こ
の
か
た
才
能
の
あ
る
画
工
も
お
ら
ず
、
よ
い
人
物
画
を
描
く
の
は
今
に
お
い
て
も
と
り
わ
け
難
し
い
。
町
人

と
公
家
も
描
き
分
け
ら
れ
ぬ
よ
う
で
は
、
絵
描
き
た
ち
は
ど
う
や
ら
地
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
み
え
る
。

　

呉
道
子
は
そ
の
画
道
を
伝
え
ぬ
ま
ま
と
っ
く
に
世
を
去
り
、
い
ま
や
奥
義
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
世
間
に
は
い
く
つ
か
（
呉
道

子
の
）
変
相
図
が
あ
る
が
、
ど
の
図
に
も
海
の
波
濤
を
ひ
る
が
え
す
よ
う
な
筆
の
勢
い
が
あ
る
。

　

子
細
に
み
る
と
、
手
の
表
情
は
ど
こ
か
ら
み
て
も
明
瞭
で
、
理
知
を
越
え
た
巧
み
さ
に
よ
っ
て
、
天
が
造
り
だ
し
た
も
の
を
寸

分
違
わ
ず
描
き
出
す
。
ま
こ
と
の
豪
放
と
は
こ
う
し
た
精
緻
さ
が
裏
付
け
て
い
る
の
だ
。
狂
い
咲
き
の
花
の
そ
の
場
か
ぎ
り
の
華

や
ぎ
な
ど
そ
の
比
で
は
な
い
。

　

汝
州
の
龍
興
寺
に
残
さ
れ
た
と
耳
に
し
た
（
呉
道
子
の
）
作
品
は
、
古
壁
に
カ
タ
ツ
ム
リ
が
這
っ
た
跡
が
あ
る
嘆
く
べ
き
あ
り

さ
ま
だ
っ
た
。
き
ば
っ
て
財
を
投
じ
堂
宇
を
修
復
し
、（
汚
れ
て
い
た
壁
は
）
乱
れ
飛
ぶ
浮
雲
が
払
わ
れ
て
晴
れ
上
が
っ
た
か
の

よ
う
に
鮮
や
か
に
な
っ
た
ば
か
り
。
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七

　

汝
州
の
知
事
ど
の
は
の
ん
び
り
と
詩
を
吟
じ
、
清
ら
か
な
夢
か
ら
さ
め
る
と
、（
壁
に
描
か
れ
た
）
仏
の
衣
の
襞ひ
だ

ま
で
が
く
っ

き
り
と
あ
ざ
や
か
に
よ
み
が
え
る
。
後
世　

古
い
に
し
え

に
想
い
を
は
せ
て
訪
ね
て
く
る
者
が
き
っ
と
あ
ろ
う
。（
そ
の
と
き
の
た
め
に
、

改
修
の
記
録
の
）
姓
名
に
東
坡
の
弟
と
で
も
記
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

 

（
担
当　

中　

純
子
）

二
〇
〇
八
（
施
注
三
四
―
四
五
）

過
高
郵
寄
孫
君
孚

高こ
う

郵ゆ
う

に
過よ
ぎ

り
て
孫そ
ん

君く
ん

孚ふ

に
寄よ

す

1　

過
淮
風
氣
淸　
　
　

淮わ
い

を
過す

ぎ
て
風ふ
う

気き

清き
よ

く

2　

一
洗
塵
埃
容　
　
　

塵じ
ん
あ
い埃

の
容よ
う

を
一い
つ

洗せ
ん

す

3　

水
木
漸
幽
茂　
　
　

水す
い

木ぼ
く　

漸よ
う
や

く
幽ゆ
う

茂も

と
し
て

4　

菰
蒲
雜
游
龍　
　
　

菰こ

・
蒲ほ　

游ゆ
う

竜り
よ
う

を
雑ま
じ

う　

5　

可
憐
夜
合
　
　
　

憐あ
わ

れ
む
可べ

し　

夜や

合ご
う

の
花は
な

6　

靑
枝
散
紅
茸　
　
　

青せ
い

枝し　

紅こ
う

茸じ
よ
う

を
散さ
ん

ず

7　

美
人
游
不
歸　
　
　

美び

人じ
ん　

游あ
そ

び
て
帰か
え

ら
ず

8　

一
笑
誰
當
供　
　
　

一い
つ

笑し
よ
う　

誰た
れ

に
か
当ま
さ

に
供き
よ
う

す
べ
き

9　

故
園
在
何
處　
　
　

故こ

園え
ん　

何い
ず

れ
の
処と
こ
ろ

に
か
在あ

る

10　

已
偃
手
種
松　
　
　

已す
で

に
偃の
べ
ふ

す　

手て
ず
か

ら
種う

え
し
松ま
つ
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八

11　

我
行
忽
失
路　
　
　

我わ

が
行こ
う　

忽た
ち
ま

ち
路み
ち

を
失う
し
な

う

12　

歸
夢
山
千
重　
　
　

帰き

む夢　

山や
ま　

千せ
ん

に
も
重か
さ

な
る

13　

聞
君
有
負
郭　
　
　

聞き

く　

君き
み

に
負ふ

郭か
く

有あ

り
て

14　

二
頃
收
橫
從　
　
　

二に

頃け
い　

横お
う

従し
よ
う

を
収お
さ

む
と

15　

卷
野
畢
秋
穫　
　
　

野の

を
巻ま

い
て
秋し
ゆ
う

穫か
く

を
畢お

う

16　

殷
牀
聞
夜
舂　
　
　

牀し
よ
う

を
殷ふ
る

わ
せ
て
夜や

舂し
よ
う

を
聞き

く

17　

樂
哉
何
所
憂　
　
　

楽た
の

し
き
哉か
な　

何な
ん

の
憂う
れ

う
る
所と
こ
ろ

ぞ

18　

社
酒
粥
面
醲　
　
　

社し
や

酒し
ゆ　

粥し
ゆ
く

面め
ん　

醲じ
よ
う

た
り

19　

宦
游
豈
不
好　
　
　

宦か
ん
ゆ
う游　

豈あ

に
好よ

か
ら
ざ
ら
ん
や

20　

毋
令
到
千
鍾　
　
　

千せ
ん

鍾し
よ
う

に
到い
た

ら
し
む
る
こ
と
毋な

か
れ

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

〇
高
郵　

今
の
江
蘇
省
高
郵
市
。
○
孫
君
孚　

孫
升し
ょ
うの
こ
と
。
君
孚
は
そ
の
字あ
ざ
な。
高
郵
の
人
。
元
祐
年
間
に
は
集
賢
院
学
士
の
職
と
知
応

天
府
の
官
を
賜
っ
た
が
、
紹
聖
の
初
め
に
左
遷
さ
れ
て
、
査
注
に
よ
れ
ば
、
蘇
軾
が
高
郵
に
至
っ
た
時
は
帰
州
に
あ
っ
た
。『
宋
史
』
巻

三
四
七
に
伝
が
あ
る
。
帰
州
は
、
今
の
湖
北
省
秭
帰
県
。

1
○
淮　

淮
河
。
○
風
氣　

空
気
、あ
る
い
は
空
気
の
流
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
風
。
陶
淵
明
「
庚
戌
の
歳
九
月
中
、西
田
に
早
稲
を
穫か

る
」

詩
（『
陶
淵
明
集
』
巻
三
）
に
、「
山
中　

霜
露
饒お
お

く
、風
気
も
亦
た
先
ん
じ
て
寒
し
」
と
あ
る
。
2
○
一
洗　

す
っ
か
り
洗
い
流
す
こ
と
。

杜
甫
「
鳳
凰
台
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
）
に
、「
再
び
中
興
の
業
を
光か
が
やか

せ
、
蒼
生
の
憂
い
を
一
洗
せ
ん
」
と
あ
る
。
3
○
水
木
一
句　

水
木
は
、
水
辺
の
木
立
。
白
居
易
「
幽
居　

早
秋
の
閑
詠
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
三
）
に
、「
幽
僻
た
り　

囂ご
う

塵じ
ん

の
外
、
清
涼
た

り　

水
木
の
間
」
と
あ
る
。
幽
茂
は
、
薄
暗
く
茂
る
こ
と
。
韓
愈
「
郴ち
ん

州し
ゆ
うの
李
使
君
を
祭
る
文
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
二
二
）
に
、「
大
亭



218

南山読蘇会

九

を
空
し
ゅ
う
し
て
以
て
処お

か
れ
、
水
木
の
幽
茂
な
る
に
憩い
こ

う
」
と
あ
る
。
4
○
菰
蒲
一
句　

菰
は
、
マ
コ
モ
。
水
辺
に
群
生
す
る
イ
ネ
科

の
多
年
草
。
蒲
は
、
ガ
マ
。
游
竜
は
タ
デ
。『
詩
経
』
鄭
風
「
山
有
扶
蘇
」
に
、「
山
に
喬
松
有
り
、
隰さ
わ

に
游
竜
有
り
」
と
あ
る
。
5 

6
○

可
憐
・
青
枝
二
句　

夜
合
は
ネ
ム
ノ
キ
。
夜
に
な
る
と
葉
を
閉
じ
合
わ
せ
る
。
茸
は
、
に
こ
げ
。
ネ
ム
は
淡
紅
色
の
糸
状
に
な
っ
た
花
を

つ
け
る
。
白
居
易「
東
牆
の
夜
合
樹　

去
秋　

風
雨
の
摧く
だ

く
所
と
為
れ
り
。
今
年　

花
時　

悵
然
と
し
て
感
有
り
」詩（『
白
居
易
集
箋
校
』

巻
一
七
）
に
、「
碧へ
き

荑て
い　

紅こ
う

縷る　

今
何い
ず

く
に
か
在
る
、
風
雨
に
飄
ひ
る
が
えり
将さ

り
て
去
り
て
回か
え

ら
ず
」
と
あ
る
。
碧
荑
は
、
あ
お
い
新
芽
。
紅
鏤

は
紅
い
糸
状
の
花
。
7
○
美
人　

才
徳
の
す
ぐ
れ
た
人
。『
詩
経
』
邶
風
「
簡
兮
」
に
、「
云こ
こ

に
誰
を
か
之こ

れ
思
う
、
西
方
の
美
人
」
と
あ

る
。
李
白
「
禅
房
に
友
人
岑し
ん

倫り
ん

を
懐お
も

う
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
三
）
に
、「
美
人　

竟つ
い

に
独
り
往
く
、
而
し
て
我
れ
安い
ず

く
ん
ぞ
能
く

群
れ
ん
や
」
と
あ
る
。
本
詩
で
は
孫
升
を
い
う
。
○
游
不
帰　

旅
に
出
て
帰
ら
な
い
こ
と
。『
列
子
』
天
瑞
篇
に
、「
人
の
、郷
土
を
去
り
、

六
親
を
離
れ
、
家
業
を
廃
し
、
四
方
に
遊
ん
で
帰
ら
ざ
る
者
有
り
。
何
人
ぞ
や
」
と
あ
る
。
陸
機
「
擬
古
詩
十
二
首
、
青
青
た
り
河
畔
の

草
に
擬
す
」（『
文
選
』
巻
三
〇
）
に
、「
良
人　

游
び
て
帰
ら
ず
、
偏
棲　

独
り
隻せ
き

翼よ
く

」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
、「
趙
郎
中　

莒
県
に
往
き
、

月
を
逾
え
て
帰
る
…
…
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
一
三
六
頁
）
で
、「
東
隣
の
主
人　

遊
び
て
帰
ら
ず
、
悲
歌　

夜
夜　

舂
相
を
聞

く
」
と
詠
じ
て
い
る
。
8
○
一
笑
一
句　

孫
升
が
帰
州
に
赴
任
し
て
い
て
高
郵
に
不
在
の
た
め
に
、
合
歓
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
も
見

て
く
れ
る
相
手
が
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
蘇
軾
は
、「
寓
居
せ
る
定
じ
よ
う

恵え

院い
ん

の
東
に
、
雑
花　

山
に
満
つ
。
海
棠
の
花
一
株
有
り
、
土
人
貴

き
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
〇
）
に
、「
嫣え
ん
ぜ
ん然
と
し
て
竹
籬
の
間
に
一
笑
す
れ
ば
、
桃
李　

山
に
漫み

ち
る
も
総す

べ
て
麤そ

俗ぞ
く

な
り
」
と
詠
じ
て
い
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
今
、
君
父
ハ
仕
官
シ
テ
帰
ラ
ザ
ル
程
ニ
、
貴
方
ニ
此
処
デ
ア
ハ
ヌ
程
ニ
、
我
ガ
一
笑
ヲ
バ
、

誰
ガ
為
ニ
開
ク
ベ
キ
ゾ
」
と
記
し
て
（『
四
河
入
海
』
巻
一
の
三
）、
蘇
軾
が
笑
み
を
交
わ
す
相
手
が
い
な
い
こ
と
を
い
う
と
解
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
取
ら
な
い
。
誰
当
は
、
宋
本
と
施
注
で
は
当
誰
に
つ
く
る
が
、
こ
こ
で
は
『
合
注
』
に
し
た
が
う
。
9
○
故
園　

ふ
る
さ

と
。
白
居
易
「
寒
食
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
九
）
に
、「
故
園　

何
れ
の
処
に
か
在
る
、
池
館　

東
城
の
側
か
た
わ
ら」

と
あ
る
。
10
○
已

偃
一
句　

偃
は
、
松
が
上
に
伸
び
ず
に
、
枝
を
横
に
伸
ば
す
こ
と
。
蘇
軾
は
、「
行
き
て
宿
・
泗
の
間
に
徐
州
の
張
ち
よ
う

天て
ん

驥き

に
見ま
み

え
て
旧
韻

に
次
ぐ
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
三
）』）
に
、「
孤
松
の
早つ
と

に
偃
す
は　

元
と
病
め
る
に
非
ず
、
倦
鳥
の
還
る
と
雖
も　

豈
に
是こ

れ
休

せ
ん
や
」
と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
手
種
は
、
手
ず
か
ら
植
え
る
こ
と
。
蘇
軾
は
、
少
年
の
こ
ろ
、
数
万
株
の
松
を
植
え
て
育
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一
〇

て
た
。「
予　

少
年
な
り
し
と
き
、
頗
る
松
を
種
う
る
を
知
る
。
手
づ
か
ら
数
万
株
を
植
え
、
皆
な
梁
柱
に
中あ
た

れ
り
。
…
…
」
詩
（
同
上
）

も
参
照
。
11
○
失
路　

栄
達
の
道
を
外
れ
て
い
る
こ
と
。
蘇
軾
は
、「
劉
景
文
が
贈
ら
る
る
に
和
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
七
）』）
に
、

「
路
を
失
い
て　

今　

噲か
い

等
と
伍
を
為
す
、
詩
を
作
り
て　

猶
お
建
安
の
初
め
に
似
た
り
」
と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
注
も
参
照
。
12
○
山

千
重　

蘇
軾
は
、「
雪
を
霧む

豬ち
よ

泉せ
ん

に
祈
り
、
城
を
出
で
て
馬
上
に
作
り
て
舒じ
よ

堯ぎ
よ
う

文ぶ
ん

に
贈
る
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
補
（
二
）』）
に
、「
三
年　

呉
越
に
走
る
、
踏
ん
で
遍あ
ま
ねし　

千
重
の
山
」
と
詠
じ
て
い
る
。
施
注
と
王
本
で
は
千
山
重
に
つ
く
る
が
、
こ
こ
で
は
『
合
注
』
に
し
た
が

う
。
13 

14
○
聞
君
・
二
頃
二
句　

負
郭
は
、
負
郭
田
す
な
わ
ち
城
郭
を
背
に
し
た
田
。
一
頃
は
、
百
畝
の
広
さ
を
い
う
。
横
従
は
、
よ
こ

と
た
て
。『
詩
経
』
斉
風
「
南
山
」
に
、「
麻
を
蓺う

う
る
に
之
を
如
何
せ
ん
、
其
の
畝
を
衡こ
う

従し
よ
うに
す
」
と
あ
る
。
衡
は
横
に
同
じ
。『
合
注
』

で
は
横
縦
に
つ
く
る
が
、『
詩
経
』
を
踏
ま
え
て
宋
本
や
施
注
、
王
本
に
し
た
が
う
。
15
○
巻
野　

勢
い
よ
く
進
む
さ
ま
。
巻
は
、
捲
に

同
じ
。
秋
穫
は
、
秋
の
穀
物
の
刈
り
入
れ
。『
漢
書
』
食
貨
志
に
、「
春
に
は
耕
し
、
夏
に
は
耘く
さ
ぎり

、
秋
に
は
穫か

り
、
冬
に
は
臧
す
」
と
あ

る
。
16
○
殷
牀
一
句　

殷
は
、
音
声
が
ひ
び
く
こ
と
。
杜
甫
「
大
雲
寺
賛さ
ん

公こ
う

の
房　

四
首
」
そ
の
三
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
）
に
、「
梵
は

放
た
れ
て
時
に
寺
を
出
で
、
鐘
は
残
り
て
仍な

お
牀
を
殷ふ
る

わ
す
」
と
あ
る
。
夜
舂
は
、
夜
に
穀
物
を
臼
で
つ
く
こ
と
。
李
白
「
五
松
山
下
の

荀じ
ゆ
ん
お
う
媼
の
家
に
宿
す
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
二
二
）
に
、「
田
家　

秋　

作さ
く

苦く

、
隣
女　

夜
舂
寒
し
」
と
あ
る
。
17
○
樂
哉
一
句　

韓
愈

「
夜
歌
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
）
に
、「
楽
し
き
哉か
な　

何
の
憂
う
る
所
ぞ
、
憂
う
る
所
は
我
が
力
に
非
ず
」
と
あ
る
。
18
○
社
酒
一
句　

社

酒
は
、『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
秋
社
」
に
、「
八
月
秋
社
に
は
、
各
お
の
社
糕
・
社
酒
を
以
て
相あ
い

賚ら
い
そ
う送
す
」
と
あ
り
、
秋
社
の
祭
り
の
際

に
進
物
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
粥
面
は
、
宋
・
蔡
襄
『
茶
録
』
点
茶
に
、「
茶
少
な
く
湯
多
け
れ
ば
則
ち
雲
脚
散
じ
、
茶
多
く
湯
少
な
け

れ
ば
則
ち
粥
面
聚あ
つ

む
」
と
あ
り
、
濃
厚
な
茶
や
芳
醇
な
酒
の
表
面
が
薄
い
膜
状
に
な
っ
て
い
る
の
を
粥
の
表
面
に
た
と
え
て
い
っ
た
。
醲

は
、
酒
が
濃
い
こ
と
。
19
○
宦
游　

役
人
と
し
て
地
方
に
赴
く
こ
と
。
20
○
千
鍾　

俸
禄
が
厚
い
こ
と
。
ま
た
そ
の
身
分
。『
史
記
』
魏

世
家
に
、「
魏ぎ

成せ
い

子し

は
食
禄
千
鍾
を
以
て
什
の
九
は
外
に
在
り
、
什
の
一
は
内
に
在
り
」
と
あ
る
。

　

淮
水
を
過
ぎ
て
南
に
至
る
と
空
気
も
す
が
す
が
し
く
、
旅
の
埃
に
ま
み
れ
た
こ
の
身
を
洗
っ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
辺
り

に
な
る
と
水
辺
の
草
木
も
多
く
茂
っ
て
お
り
、
マ
コ
モ
や
ガ
マ
の
間
に
蓼
が
生
え
て
い
ま
す
。
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し
お
ら
し
い
の
は
合
歓
の
花
、
あ
お
い
枝
に
あ
か
い
花
を
点
じ
て
い
ま
す
。
で
も
才
徳
す
ぐ
れ
た
孫
升
ど
の
は
赴
任
さ
れ
た
ま

ま
戻
ら
ず
、
き
れ
い
に
咲
い
て
も
見
て
く
れ
る
人
と
て
い
な
い
の
で
す
。

　

な
つ
か
し
い
故
郷
は
ど
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
、手
ず
か
ら
植
え
た
松
も
今
ご
ろ
は
枝
を
横
に
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
人
生
は
に
わ
か
に
道
を
失
っ
て
し
ま
い
、
帰
ろ
う
に
も
山
々
に
遠
く
隔
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
こ
こ
高
郵
の
城
外
に
良
い
田
を
お
持
ち
で
、
二
頃
の
田
で
縦
横
に
収
穫
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
秋
に
は
威
勢
よ
く

刈
り
入
れ
が
行
わ
れ
、
夜
に
な
る
と
臼
づ
く
音
が
寝
床
に
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

楽
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
心
配
事
な
ど
あ
り
は
し
ま
せ
ん
。
秋
祭
り
の
酒
は
と
ろ
り
と
し
て
濃
厚
で
す
。
外
地
に
赴
任
す

る
の
も
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
か
ま
え
て
高
禄
の
身
分
に
は
お
な
り
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

 

（
担
当　

中　

裕
史
）

二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
一
（
施
三
四
―
四
六
〜
四
八
）

僕
所
至
未
嘗
出
游
過
長
蘆
聞
夫
禪
師
病
甚
不
可
不
一
問
既
見
則
有
閒
矣
明
日
阻
風
復
留
見
之
作
三
絕
句
呈
聞
復
幷
請
轉

呈
參
寥
子
各
賦
數
首

僕ぼ
く　

至い
た

る
所
と
こ
ろ

未い
ま

だ
嘗か
つ

て
出い

で
て
游あ
そ

ば
ず
。
長ち
よ
う
ろ蘆
を
過す

ぐ
る
と
き
、
夫ふ

禅ぜ
ん

師じ

病や
ま
い

甚は
な
は
だだ
し
と
聞き

く
。
一ひ
と

た
び
問と

わ
ざ
る

可べ

か
ら
ず
。
既す
で

に
見ま
み

ゆ
れ
ば
則す
な
わち
間い

ゆ
る
有あ

り
。
明め
い
じ
つ日　

風か
ぜ

に
阻は
ば

ま
る
。
復ま

た
留と
ど

ま
っ
て
之こ
れ

に
見ま
み

え
、
三さ
ん

絶ぜ
つ

句く

を
作つ
く

り
て
聞も
ん
ぷ
く復
に
呈て
い

す
。
幷な
ら

び
に
請こ

い
て
転て
ん

じ
て
参さ
ん

寥り
よ
う

子し

に
呈て
い

し
て
各お
の

お
の
数す
う

首し
ゆ

を
賦ふ

せ
し
む

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
長
蘆　

長
蘆
寺
の
こ
と
。
范
成
大
『
呉
船
録
』（
巻
下
）
九
月
丁
巳
（
二
十
一
日
）
の
条
に
、「
長
蘆
に
泊
す
。
…
…
此こ

れ
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

の
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一
二

一い
ち

葦い

を
ば
浮
か
べ
て
渡
り
し
処
と
こ
ろ

為た

り
。
寺
は
沙
州
の
上
に
在
り
、
甚
だ
雄
傑
な
り
。
…
…
寺
中
に
一い
ち

葦い

堂ど
う

有
り
て
以
て
達
摩
を
祠ま
つ

る
」
と

あ
る
。
陸
游
『
入
蜀
記
』（
巻
二
）
の
七
月
四
日
の
条
に
は
、
こ
の
寺
が
南
宋
初
め
の
兵
火
を
免
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

○
夫
禅
師　

夫
を
復
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
宋
本
施
注
に
従
う
。
夫
禅
師
は
、
応お
う

夫ふ

の
こ
と
。
広
照
禅
師
と
号
さ
れ
る
。
越
州
天

衣
山
（
浙
江
省
）
の
義ぎ

懐か
い

禅
師
の
法
を
嗣
ぎ
、
初
め
潤
州
（
江
蘇
省
）
の
甘
露
寺
に
住
し
、
後
に
真
州
（
江
蘇
省
）
の
長
蘆
寺
に
住
し
た

（『
続
蔵
経
』
第
七
八
巻
所
収
『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
九
）。
こ
れ
を
後
出
の
聞
復
の
こ
と
と
解
す
る
の
は
、
聞
復
が
大
観
（
一
一
〇
七

―
一
〇
）・
政
和
（
一
一
一
一
―
一
八
）
年
間
の
頃
ま
で
存
命
し
、
そ
の
後
還
俗
し
て
い
る
こ
と
や
（
陸
游
『
老
学
庵
筆
記
』
巻
七
）、
蘇

軾
が
聞
復
を
禅
師
と
称
す
る
の
が
些
か
不
自
然
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
無
理
が
あ
ろ
う
。
○
間　

病
状
が
落
ち
着
く
。
病
気
の
進
行
が

穏
や
か
に
な
る
。『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
子し

の
疾や
ま
い　

病へ
い

な
り
。
…
…
病や
ま
い　

間い

え
た
り
」
と
あ
る
。
○
聞
復　

思
聡
の
こ
と
。
杭
州
の
僧
侶
。

『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
二
）』
に
収
め
る
「
聡
上
人
が
寄
せ
ら
る
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
を
参
照
。
○
参
寥　

道
潜
の
こ
と
。
参
寥
は
そ
の

字あ
ざ
な。

俗
姓
は
何
。
詩
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
僧
潜
が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
六
七
頁
）
を
参
照
。

二
〇
〇
九
（
施
三
四
―
四
六
） 

　

そ
の
一

1　

亦
知
壺
子
不
死　
　
　

亦ま

た
知し

る　

壺こ

子し　

死し

せ
ざ
る
こ
と
を

2　

敢
問
老
耼
所
游　
　
　

敢あ

え
て
問と

わ
ん
や　

老ろ
う
た
ん耼

の
游あ
そ

ぶ
所と
こ
ろ

を

3　

瑟
瑟
寒
松
露
骨　
　
　

瑟し
つ
し
つ瑟

た
る
寒か
ん

松し
よ
う　

骨ほ
ね

を
露あ
ら

わ
す

4　

眈
眈
病
虎
垂
頭　
　
　

眈た
ん

眈た
ん

た
る
病び
よ
う

虎こ　

頭こ
う
べ

を
垂た

る

1
○
壺
子　

壺こ

丘き
ゆ
う

子し

林り
ん

の
こ
と
。
列
子
の
師
と
さ
れ
る
。
列
子
は
鄭
の
季き

咸か
ん

と
い
う
祈
禱
師
に
ほ
れ
込
み
、
壺
子
に
対
し
て
「
先
生
よ

り
も
す
ぐ
れ
た
者
が
い
る
」
と
告
げ
た
の
で
、
壺
子
は
列
子
に
季
咸
を
連
れ
て
こ
さ
せ
た
。
壺
子
を
見
た
季
咸
は
、
初
め
は
壺
子
が
死
ぬ

と
言
い
、
も
う
一
度
見
る
と
壺
子
が
回
復
し
た
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
壺
子
が
生
気
の
有
無
を
自
在
に
操
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
最
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三

後
に
壺
子
が
自
分
と
い
う
存
在
の
根
本
的
本
質
の
相
を
見
せ
る
と
、
季
咸
は
逃
げ
出
し
た
（『
荘
子
』
応
帝
王
篇
）。
2
○
老
耼　

老
子
の

こ
と
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
、
老
子
の
姿
を
み
た
孔
子
が
、「
向さ

き者
に
は
先
生
の
形
体
、
掘く
つ

と
し
て
槁こ
う

木ぼ
く

の
若ご
と

く
、
物
を
遺わ
す

れ
人
を
離
れ

て
独ど
く

に
立
つ
に
似
た
り
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
老
子
が
、「
吾
れ
物
の
初
め
に
遊
べ
り
」
と
答
え
る
く
だ
り
が
あ
る
。
3
○
瑟
瑟　

風

が
き
び
し
く
吹
く
音
の
よ
う
す
。
劉
楨
「
従
弟
に
贈
る　

三
首
」
そ
の
二
（『
文
選
』
巻
二
三
）
に
、「
亭
亭
た
り　

山
上
の
松
、
瑟
瑟
た

り　

谷
中
の
風
」
と
あ
る
。
4
○
眈
眈
一
句　

病
虎
を
老
虎
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
眈
眈
は
、
見
お
ろ
し
、
に
ら
み
つ
け
る
さ
ま
。

『
周
易
』
頤
卦
の
爻
辞
に
「
六
四
。
…
…
虎
視
眈
眈
、
其
の
欲
逐ち
く
ち
く逐
た
れ
ば
、
咎と
が

无な

し
」
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』
に
引
く
馬
融
の
注
に
、

「
虎
の
下
視
す
る
貌
」
と
あ
る
。

　

あ
な
た
が
生
死
の
相
を
超
え
た
壺
丘
子
林
と
同
じ
と
知
っ
た
か
ら
に
は
、
老
耼
が
遊
ん
だ
至
人
の
境
地
を
お
尋
ね
す
る
の
も
野

暮
と
い
う
も
の
。
き
び
し
い
風
の
吹
く
な
か
、
松
は
痩
せ
細
っ
て
は
い
て
も
勁
さ
を
あ
ら
わ
し
、
病
ん
だ
虎
は
頭
を
垂
れ
つ
つ
眼

を
光
ら
せ
て
に
ら
ん
で
い
る
。

二
〇
一
〇
（
施
三
四
―
四
七
） 

　

そ
の
二

1　

莫
言
西
蜀
萬
里　
　
　

言い

う
莫な

か
れ　

西せ
い

蜀し
よ
く

万ば
ん

里り

と

2　

且
到
南
華
一
游　
　
　

且し
ば
ら

く
南な
ん

華か

に
到い
た

り
て
一い
ち

游ゆ
う

せ
ん

3　

扶
病
江
邊
送
客　
　
　

病や
ま
い

を
扶た
す

け
て
江こ
う

辺へ
ん

に
客か
く

を
送お
く

る

4　

杖
挐
浦
口
回
頭　
　
　

挐さ
お

を
杖杖た

て
て
浦ほ

口こ
う

に
頭こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
す

1
○
西
蜀　

蜀
（
四
川
省
）
の
こ
と
。
蘇
軾
の
故
郷
で
あ
る
眉
山
が
あ
る
。
2
○
南
華　

韶
州
（
広
東
省
）
に
あ
る
南
華
寺
の
こ
と
。
南

朝
梁
の
と
き
、
天
竺
国
の
僧
智ち

薬や
く

が
韶
州
を
訪
れ
、
曹
渓
水
の
水
を
掬
っ
て
味
を
見
、
こ
の
上
流
に
勝
地
あ
り
と
知
っ
て
宝
林
寺
を
立
て
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一
四

た
。
智
薬
は
後
に
す
ぐ
れ
た
僧
が
こ
こ
で
法
を
説
く
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
、
唐
に
な
る
と
六
祖
慧え

能の
う

が
そ
の
地
に
入
っ
て
改
め
て
中
興
寺

を
立
て
た
。
宋
の
開
宝
三
年
（
九
七
〇
）
に
は
南
華
寺
の
号
を
賜
っ
た
（『
輿
地
紀
勝
』
巻
九
〇
）。
3
○
扶
病　

病
身
で
あ
り
な
が
ら
強

い
て
起
き
出
す
こ
と
。「
李
邦
直
に
答
う
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
一
七
頁
）
を
参
照
。
4
○
杖杖
挐　

棹
を
立
て
る
。
挐
は
、

舟
を
漕
ぐ
棹
。
杖杖
は
、
立
て
る
こ
と
。
棹
を
立
て
て
舟
を
出
そ
う
と
す
る
こ
と
。『
荘
子
』
漁
父
篇
に
、「
方ま
さ

に
将ま
さ

に
挐
を
杖杖
て
て
其
の
船

を
引
か
ん
と
す
」
と
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
の
蜀
は
西
方
万
里
の
か
な
た
な
ど
と
は
言
う
ま
い
。
帰
郷
の
前
に
南
華
寺
ま
で
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
く
る
だ
け
の
こ

と
（
故
郷
に
も
難
な
く
帰
れ
よ
う
）。
病
を
お
し
て
川
の
ほ
と
り
で
旅
立
つ
私
を
見
送
る
あ
な
た
。
棹
を
立
て
舟
を
出
そ
う
と
し

て
入
り
江
か
ら
あ
な
た
を
ふ
り
か
え
る
私
。

二
〇
一
一
（
施
三
四
―
四
八
） 

そ
の
三

1　

老
去
此
生
一
訣　
　
　

老お

い
去さ

っ
て　

此こ

の
生せ
い　

一い
つ
け
つ訣

2　

興
來
明
日
重
游　
　
　

興き
よ
う

来き

た
ら
ば　

明め
い
じ
つ日　

重か
さ

ね
て
游あ
そ

ば
ん

3　

臥
聞
三
老
白
事　
　
　

臥が

し
て
三さ
ん
ろ
う老

の
白も
う

す
事こ
と

を
聞き

け
ば

4　

半
夜
南
風
打
頭　
　
　

半は
ん

夜や　

南な
ん

風ぷ
う　

打だ

頭と
う

1 

2
○
老
去
・
興
来
二
句　

訣
は
、
別
れ
る
。
永
の
別
れ
を
す
る
こ
と
。
二
句
は
、
一
韓
智
翃
が
聞
書
に
記
す
、「
昨
日
別
ル
ル
ト
キ
心

ニ
思
（
フ
）
タ
ゾ
。
今い
ま

相
別
ル
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
若も

シ
興
有
ル
則と
き

ン
バ
、
明
日
モ
重
（
ネ
）
テ
遊
ブ
ベ
シ
ト
思
フ
タ
ゾ
」（『
四
河
入
海
』

巻
四
の
四
）
と
の
解
釈
に
従
っ
て
解
す
る
。
3
○
三
老　

船
尾
に
い
て
、
棹さ
お

を
さ
し
た
り
舵か
じ

を
取
っ
た
り
す
る
人
。
船
頭
。
杜
甫
「
悶
を

撥は
ら

う
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
四
）
に
、「
長
ち
よ
う

年ね
ん　

三
老　

遙は
る

か
に
汝
を
憐
れ
む
、
捩れ
つ
だ柁　

開か
い

頭と
う　

捷
し
よ
う

神し
ん

有
り
」
と
あ
り
、
南
宋
の
蔡
夢
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一
五

弼
ら
の
注
に
よ
れ
ば
、
長
年
は
棹
を
さ
す
人
、
三
老
は
舵
を
取
る
人
の
こ
と
。
但
し
、
陸
游
『
入
蜀
記
』（
巻
五
）
九
月
四
日
の
条
に
は
、

「
問
う
、「
何
を
か
長
年
三
老
と
謂
う
」
と
。
云
う
、「
梢
し
よ
う

工こ
う

是
れ
な
り
」
と
」（
梢
工
は
船
頭
の
こ
と
）
と
あ
り
、
陸
游
が
こ
れ
に
よ
っ
て

「
長
年
三
老
」
の
意
味
を
知
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
広
く
船
頭
の
意
に
解
す
る
。
4
○
打
頭　

打
頭

風
は
、
逆
風
の
こ
と
。
白
居
易
「
小
し
よ
う

舫ほ
う

」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
四
）
に
、「
黄
柳
の
影
は
棹
に
随
う
月
を
籠
め
、
白
蘋
の
香
は
頭
こ
う
べ

を
打
つ
風
に
起
こ
る
」
と
あ
る
。

　

年
老
い
た
今
は
今
生
の
別
れ
か
と
思
っ
た
が
、
明あ

日す

逢
い
た
い
と
思
っ
た
な
ら
も
う
一
度
行
っ
て
こ
よ
う
。
寝
な
が
ら
聞
く
船

頭
の
言
葉
は
、「
こ
ん
な
夜
中
か
ら
南
の
向
か
い
風
が
強
く
て
は
（
明
日
も
舟
を
出
せ
そ
う
に
な
い
）」。

二
〇
一
二
（
施
三
四
―
四
九
）

六
月
七
日
泊
金
陵
阻
風
得
鍾
山
泉
公
書
寄
詩
爲
謝

六ろ
く

月が
つ

七な
の

日か

、
金き
ん

陵り
よ
うに
泊は
く

し
て
風か
ぜ

に
阻は
ば

ま
る
。
鍾
し
よ
う

山ざ
ん

泉せ
ん

公こ
う

の
書し
よ

を
得え

た
り
。
詩し

を
寄よ

せ
て
謝し
や

を
為な

す

1　

今
日
江
頭
天
色
惡　
　
　

今こ
ん
に
ち日　

江こ
う
と
う頭　

天て
ん

色し
よ
く　

悪あ

し

2　

礮
車
雲
起
風
欲
作　
　
　

砲ほ
う

車し
や

雲う
ん　

起お

こ
っ
て　

風か
ぜ　

作お

こ
ら
ん
と
欲ほ
つ

す

3　

獨
望
鍾
山
喚
寶
公　
　
　

独ひ
と

り
鍾し
よ
う

山さ
ん

を
望の
ぞ

ん
で
宝ほ
う

公こ
う

を
喚よ

べ
ば

4　

林
閒
白
塔
如
孤
鶴　
　
　

林り
ん

間か
ん　

白は
く

塔と
う　

孤こ

鶴か
く

の
如ご
と

し

5　

寶
公
骨
冷
喚
不
聞　
　
　

宝ほ
う

公こ
う　

骨ほ
ね　

冷ひ

や
や
か
に
し
て　

喚よ

べ
ど
も
聞き

か
ず

6　

却
有
老
泉
來
喚
人　
　
　

却か
え

っ
て
老ろ
う

泉せ
ん

の
来き

た
っ
て
人ひ
と

を
喚よ

ぶ
有あ

り

7　

電
眸
虎
齒
霹
靂
舌　
　
　

電で
ん
ぼ
う眸　

虎こ

歯し　

霹へ
き

靂れ
き

の
舌し
た
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一
六

8　

爲
余
吹
散
千
峯
雲　
　
　

余よ

が
為た
め

に
吹ふ

き
散さ
ん

ず　

千せ
ん

峰ぽ
う

の
雲く
も

9　

南
行
萬
里
亦
何
事　
　
　

南な
ん

行こ
う　

万ば
ん

里り　

亦ま

た
何な
に

事ご
と

ぞ

10　

一
酌
曹
溪
知
水
味　
　
　

曹そ
う

渓け
い

を
一い
つ

酌し
や
く

し
て
水す
い

味み

を
知し

ら
ん
と
な
り

11　

他
年
若
畫
蔣
山
圖　
　
　

他た

年ね
ん　

若も

し　

蔣し
よ
う

山ざ
ん

の
図ず

を
画え
が

か
ば

12　

爲
作
泉
公
喚
居
士　
　
　

為た
め

に
泉せ
ん

公こ
う

の
居こ

士じ

を
喚よ

ぶ
を
作な

せ

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
金
陵　

南
京
（
江
蘇
省
）
の
古
称
。
○
鍾
山　

南
京
の
紫
禁
山
の
こ
と
。
蔣
山
と
も
称
す
る
。
○
泉
公　

鍾
山
の
禅
僧
、法ほ
う

泉せ
ん

の
こ
と
。

随
州
（
湖
北
省
）
の
人
。
仏
慧
の
号
を
賜
っ
た
。『
五
燈
会
元
』
巻
一
六
に
「
蔣
山
法
泉
禅
師
」
と
し
て
伝
を
収
め
る
。
蘇
軾
が
嶺
外
に

謫
さ
れ
る
途
中
、
金
陵
で
法
泉
と
問
答
を
交
わ
し
て
詩
を
遣
り
取
り
し
た
こ
と
は
、
釈
暁ぎ
よ
う

瑩え
い

『
羅
湖
野
録
』
巻
三
に
記
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
の
詩
は
四
句
毎
に
換
韻
し
、
韻
字
は
、
悪
・
作
・
鶴
（
入
声
十
薬
）、
聞
・
人
・
雲
（
上
平
十
一
真
・
上
平
十
二
文
の
通
押
）、
事
・
味
・

士
（
去
声
四
寘
・
去
声
五
未
・
上
声
四
紙
の
通
押
）。
併
せ
て
、
王
力
『
漢
語
詩
律
学
』
第
二
章
第
二
十
五
節
「
古
体
詩
的
用
韻
（
中
）

―
通
韻
」
を
参
照
。

2
○
砲
車
雲　

暴
風
の
到
来
を
告
げ
る
と
い
う
雲
。『
類
説
』
巻
五
七
に
引
く
『
王
直
方
詩
話
』（「
砲
車
雲
」）
に
、「
舟
人　

風
を
占
う
に
、

若も

し
砲
車
雲
起お

こ
れ
ば
、
輒す
な
わち

急す
み

や
か
に
之
を
避
く
、
大
風
の
倏た
ち
まち

至
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
3
○
喚　

さ
け
ぶ
。
叫
の
字
に
作
る
テ
キ

ス
ト
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
救
い
を
求
め
て
さ
け
ぶ
と
い
う
感
じ
。
○
宝
公　

宝ほ
う

誌し

の
こ
と
（
保ほ
う

誌し

と
も
表
記
す
る
）。
南
朝
宋
か
ら
梁

に
か
け
て
の
僧
侶
。
若
く
し
て
鍾
山
の
道
林
寺
に
住
し
た
が
、
斉
が
興
る
頃
か
ら
気
が
ふ
れ
た
よ
う
に
な
り
、
平
時
か
ら
被
髪
、
裸
足
で

街
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。
未
来
を
予
言
す
る
と
そ
の
言
葉
の
通
り
に
な
り
、
ま
た
分
身
の
術
を
使
う
な
ど
し
た
の
で
、
世
を
惑
わ
す
と
し
て

一
時
は
斉
の
武
帝
に
よ
り
金
陵
の
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
。
梁
の
武
帝
に
は
尊
崇
さ
れ
、
没
後
は
鍾
山
の
独
龍
岡
に
葬
ら
れ
て
、
墓
所
に
は
開

善
精
舎
（
後
の
開
善
寺
）
が
立
て
ら
れ
た
（『
高
僧
伝
』
巻
一
〇
）。
6
○
老
泉　

法
泉
の
こ
と
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
7
○
電
眸　

稲
妻

の
よ
う
に
鋭
い
眼
光
。『
世
説
新
語
』
容
姿
篇
に
、「
裴は
い
れ
い
こ
う

令
公
（
裴
楷
）　

王お
う
あ
ん
ぽ
う

安
豊
（
王
戎
）
を
目
す
ら
く
、「
眼ま
な
こは
爛
爛
と
し
て
巖
下
の
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一
七

電い
な
ず
まの
如
し
」
と
」
と
あ
る
。
○
虎
歯　

虎
の
よ
う
に
鋭
い
歯
。『
山
海
経
』（
巻
二
）
西
山
経
に
、「
西
王
母　

其
の
状さ
ま

は
人
の
如
く
、

豹ひ
よ
う
び尾
・
虎
歯
に
し
て
善
く
嘯う
そ
ぶき
、
蓬
髪
に
し
て
勝し
よ
うを
戴い
た
だく
」
と
あ
る
。
○
霹
靂
舌　

霹
靂
は
、
急
に
激
し
く
鳴
る
か
み
な
り
。
そ
の
よ
う

な
大
音
声
を
い
う
。
韓
愈
「
瘧ぎ
や
く
き鬼
を
譴せ

む
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
七
）
に
、「
詛そ

し師　

口
牙
を
毒
し
、
舌
に
霹
靂
の
飛
ぶ
を
作な

す
」
と
あ
る
。

8
○
千
峰　

蘇
軾
が
嶺
外
に
去
る
に
当
た
っ
て
、越
え
ゆ
く
べ
き
五
嶺
な
ど
の
峰
み
ね
の
こ
と
。7 

8
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
此（
ノ
）

泉
公
ハ
、
機
鋒
モ
サ
カ
シ
ク
シ
テ
、
電
眸
虎
歯
ノ
如
（
ク
）
ニ
シ
テ
、
説
法
ハ
、
霹
靂
ノ
舌
ヲ
具
（
フ
ル
）
ゾ
。
何
デ
モ
ア
レ
、
求
ム
ル

所
、
心
ニ
カ
ナ
ハ
ヌ
事
ガ
ナ
イ
程
ニ
、
我
ガ
為
ニ
、
天
気
ノ
ワ
ル
イ
ヲ
モ
、
ス
ツ
ト
フ
キ
散
ジ
テ
有
（
ル
）
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
の

三
）
と
記
す
。
10
○
一
酌
一
句　

天
竺
国
の
僧
智
薬
が
、曹
渓
水
の
水
を
一
掬
い
し
て
味
わ
い
、そ
の
上
流
に
宝
林
寺
（
の
ち
の
南
華
寺
）

を
立
て
た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
前
掲
の
作
品
番
号
二
〇
一
〇
の
詩
の
注
を
参
照
。
11
○
蔣
山　

南
京
の
紫
禁
山
の
こ
と
。
も
と
は
鍾
山
と

い
っ
た
が
、
三
国
呉
の
孫
権
が
後
漢
末
の
蔣
子
文
の
廟
を
立
て
た
と
き
、
祖
父
の
諱
を
避
け
て
山
名
を
蔣
山
と
し
た
（『
初
学
記
』
巻
八

に
引
く
「
丹
陽
記
」）。
12
○
居
士　

在
家
の
仏
教
信
仰
者
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
時
代
で
は
、
閑
居
を
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

で
使
わ
れ
る
。「
張
安
道
が
楽ら
く

全ぜ
ん

堂ど
う

」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
七
四
頁
）
を
参
照
。
蘇
軾
は
黄
州
流
謫
の
際
、
自
ら
東
坡
居

士
を
号
し
て
い
る
。
蘇
轍
「
亡ぼ
う

兄け
い

子し

瞻せ
ん

端た
ん

明め
い

の
墓
誌
銘
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
二
）
を
参
照
。

　

今
日
こ
こ
長
江
の
ほ
と
り
は
天
気
が
悪
く
、
砲
車
雲
が
起
こ
っ
て
強
い
風
が
吹
き
出
し
そ
う
だ
。
私
は
独
り
鍾
山
を
望
み
宝
公

に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。
鍾
山
の
林
に
は
一
羽
の
鶴
に
似
た
白
塔
の
姿
。

　

冷
た
い
骨
と
な
っ
た
宝
公
は
私
の
声
を
聞
い
て
は
く
れ
な
い
が
、
思
わ
ぬ
こ
と
に
法
泉
ど
の
が
書
簡
を
よ
こ
し
て
私
を
お
招
き

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
稲
妻
の
眼
光
と
虎
の
牙
、
雷
い
か
づ
ち

の
舌
鋒
で
、
私
の
た
め
に
前
途
の
千
の
峰
に
か
か
る
雲
を
吹
き

払
っ
て
く
れ
た
。

　

南
の
か
た
万
里
を
往
く
は
な
ぜ
に
と
問
わ
れ
れ
ば
、
曹
渓
の
流
れ
を
酌
ん
で
一
滴
の
水
の
味
を
知
ら
ん
が
た
め
。
い
つ
か
「
蔣

山
の
図
」
を
画え
が

か
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、こ
れ
に
ち
な
ん
で
「
泉
公　

東
坡
居
士
を
招
く
の
図
」
に
仕
立
て
て
く
だ
さ
い
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）



209

蘇軾詩注解（三十三）

一
八

二
〇
一
三
（
施
三
四
―
五
〇
）

贈
淸
涼
寺
和
長
老

清せ
い

涼り
よ
う

寺じ

の
和わ

長ち
よ
う

老ろ
う

に
贈お
く

る

1　

代
北
初
辭
沒
馬
塵　
　
　

代だ
い

北ほ
く　

初は
じ

め
て
辞じ

す　

馬う
ま

を
没ぼ
つ

す
る
の
塵ち
り

2　

江
南
來
見
臥
雲
人　
　
　

江こ
う

南な
ん　

来き
た

り
見み

る　

雲く
も

に
臥が

す
る
の
人ひ
と

3　

問
禪
不
契
前
三
語　
　
　

禅ぜ
ん

を
問と

う
て
契
せ
ず　

前ぜ
ん

三さ
ん

の
語ご

4　

施
佛
空
留
丈
六
身　
　
　

佛ぶ
つ

を
施ほ
ど
こ

し
て
空む
な

し
く
留と
ど

む　

丈じ
よ
う

六ろ
く

の
身し
ん

5　

老
去
山
林
徒
夢
想　
　
　

老お

い
去さ

り
て
山さ
ん

林り
ん　

徒
い
た
ず
ら

に
夢む

想そ
う

6　

雨
餘
鐘
鼓
更
淸
新　
　
　

雨う

余よ

の
鐘し
よ
う

鼓こ　

更さ
ら

に
清せ
い

新し
ん

7　

會
須
一
洗
黃
茅
瘴　
　
　

会か
な
ら

ず
須す
べ
か

ら
く
黄こ
う

茅ぼ
う

瘴し
よ
う

を
一い
つ

洗せ
ん

す
べ
し

8　

未
用
深
藏
白
氎
巾　
　
　

未い
ま

だ
用も
ち

い
ず　

深ふ
か

く
白は
く

氎じ
よ
う

巾き
ん

を
蔵ぞ
う

す
る
を

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、五
十
九
歳
の
作
。
六
月
五
日
に
恵
州
（
広
東
省
）
安
置
を
命
じ
ら
れ
、恵
州
に
向
か
う
途
上
、金
陵
（
南
京
市
）

で
の
作
。

〇
清
凉
寺　

寺
院
の
名
。
金
陵
西
郊
の
清
涼
山
に
あ
る
。
宋
・
王
象
之
『
輿
地
紀
勝
』
巻
一
七
「
建
康
府
」
の
条
に
よ
れ
ば
、
五
代
十
国

の
呉
の
と
き
は
興
教
寺
と
い
い
、
南
唐
の
と
き
に
石
城
清
涼
禅
寺
、
北
宋
の
太
平
興
国
年
間
に
清
涼
寺
と
改
称
さ
れ
た
。
〇
和
長
老　

清

凉
寺
の
僧
。
蘇
軾
に
は
後
に
「
旧
韻
に
次
し
て
清
涼
長
老
に
贈
る
」
詩
（『
合
注
』
巻
四
五
）
が
あ
り
、両
者
は
同
じ
人
物
と
思
わ
れ
る
が
、

伝
は
未
詳
。
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一
九

1
〇
代
北　

代
州
（
山
西
省
）
の
北
方
。
こ
こ
で
は
定
州
を
さ
す
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
九
）』
に
収
め
る
、
作
品
番
号
一
九
七
二
・

一
九
七
六
の
詩
の
注
を
参
照
。
2
〇
臥
雲　

隠
遁
生
活
を
す
る
こ
と
。
李
白
「
駕　

温
泉
宮
を
去
っ
て
後
、
楊
山
人
に
贈
る
」
詩
（『
李

太
白
全
集
』
巻
八
）
に
、「
吾
が
節
を
尽
く
し
て
明
主
に
報
ず
る
を
待
っ
て
、然
る
後　

相
携
え
て
白
雲
に
臥
せ
ん
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
元

郎
中
が
同
じ
く
朝
散
大
夫
を
制
加
せ
ら
れ
、
懐
を
書
し
て
贈
ら
れ
し
に
酬
ゆ
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
九
）
に
、「
身
を
終
わ
る
ま

で
臥
雲
の
伴は
ん

と
作な

ら
ん
と
擬ぎ

す
、
月
を
逐お

い
て
須す
べ
から
く
薬
を
焼
く
銭
を
収
む
べ
し
」
と
あ
る
。
3
〇
問
禅
一
句　

問
禅
は
、
禅
の
理
こ
と
わ
りを
問

う
こ
と
。
宋
・
釈
延
一
『
広
清
涼
伝
』（『
大
正
蔵
』
第
五
一
巻
）
巻
中
「
無む

著じ
や
く

和
尚
化
般
若
寺
に
入
る
」
の
条
に
よ
れ
ば
、
釈
無
著
は

清
涼
嶺
に
至
り
、あ
る
寺
に
入
っ
て
、主
僧
と
問
答
す
る
際
に
寺
の
雲
水
の
人
数
を
問
う
と
、主
僧
は
「
前
三
三
と
後
三
三
」
と
答
え
た
。

無
著
が
「
解
せ
ず
」
と
返
す
と
、
主
僧
は
「
既
に
解
せ
ざ
れ
ば
、
速
や
か
に
須
ら
く
引
き
去
る
べ
し
、
宜よ
ろ

し
く
久
し
く
止
ま
る
べ
き
こ
と

無
し
」
と
、
帰
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
童
子
に
見
送
り
を
さ
せ
た
。
寺
を
出
て
童
子
に
そ
の
寺
の
名
を
問
う
と
、「
清
涼
寺
」
と
答
え
る
。

そ
し
て
童
子
に
再
び
「
前
三
三
と
後
三
三
」
の
意
味
を
聞
か
れ
、
や
は
り
「
解
せ
ず
」
と
答
え
た
後
、
童
子
の
合
図
に
よ
り
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
寺
の
姿
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
4
〇
丈
六
身　

高
さ
一
丈
六
尺
の
仏
像
。
釈
迦
の
身
長
が
一
丈
六
尺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
。
袁
宏
『
後
漢
紀
』
巻
一
〇
「
孝
明
皇
帝
紀
下
」
に
、「
仏
は
身
の
長た
け

一
丈
六
尺
に
し
て
、黄
金
の
色
、項
中
に
日
月
の
光
を
佩
し
、

変
化
方ほ
う

無
く
、
入
ら
ざ
る
所
無
し
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
阿
弥
陀
佛
の
賛
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
二
一
）
に
、「
蘇
軾
の
妻
王お
う

氏し

、
名
は
閏
じ
ゆ
ん

之し

、
字
は
季き

章し
よ
う、
年と
し

四
十
六
。
元
祐
八
年
八
月
一
日
、
京
師
に
卒
す
。
臨
終
の
夕
べ
、
遺
言
し
て
受
用
す
る
所
を
捨し
や

し
、
其
の
子
邁ま
い

、

迨た
い

、過か

を
し
て
為た
め

に
阿
弥
陀
佛
像
を
画え
が

か
し
む
。
紹
聖
元
年
六
月
九
日
、像
成
り
、金
陵
の
清
凉
寺
に
奉ほ
う
あ
ん安

す
」
と
あ
る
。『
景
定
建
康
志
』

巻
四
六
「
清
涼
広
恵
禅
寺
」
の
条
に
、「
東
坡
嘗か
つ

て
弥
陀
の
画
像
を
寺
中
に
捨
す
」
と
あ
る
。
5
〇
山
林　

人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
。
こ
こ

で
は
清
凉
寺
を
指
す
。
嵇
康
「
山
巨
源
に
与
う
る
絶
交
の
書
」（『
文
選
』
巻
四
三
）
に
、「
故ゆ
え

に
朝
廷
に
処お

り
て
出
で
ず
、
山
林
に
入
り

て
反か
え

ら
ざ
る
の
論
有
り
」
と
あ
る
。
7
会
須
一
句　

会
須
は
、
ぜ
ひ
…
…
す
べ
き
の
意
。
黄
茅
瘴
は
、
ち
が
や
が
枯
れ
て
黄
ば
む
こ
ろ
に

起
き
る
南
方
の
風
土
病
。
晉
・
嵇
含
『
南
方
草
木
状
』
巻
上
に
、「
芒
茅
枯
る
る
時
、
瘴
疫
大
い
に
作お
こ

る
。
交
・
広
皆
な
爾し
か

り
。
土
人
呼

び
て
黄
茅
瘴
と
曰
い
、
又
た
黄
芒
瘴
と
曰
う
」
と
あ
る
。
8
〇
白
氎
巾　

木
綿
で
作
っ
た
頭
巾
。
僧
侶
が
多
く
用
い
る
。
杜
甫
「
大
雲
寺

の
賛さ
ん

公こ
う

の
房ぼ
う

四
首
」
そ
の
二
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
）
に
、「
細さ
い

軟な
ん

な
る
青せ
い

糸し

の
履く
つ

、
光こ
う
め
い明
な
る
白
氎
巾
」
と
あ
る
。
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二
〇

　

馬
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
砂
塵
の
す
さ
ま
じ
い
河
北
を
よ
う
や
く
離
れ
て
、
江
南
の
別
天
地
に
住
ん
で
い
る
高
僧
の
和
長
老
に

お
会
い
し
た
。
禅
の
問
答
に
な
る
と
そ
の
奥
深
い
旨
は
理
解
で
き
な
い
が
、
亡
妻
の
た
め
布
施
と
し
て
と
も
か
く
御
仏
の
画
像
を

奉
納
し
た
。

　

年
老
い
て
山
林
に
隠
遁
す
る
こ
と
を
た
だ
ひ
た
す
ら
に
願
っ
て
い
る
身
に
は
、
雨
上
が
り
に
お
寺
の
鐘
鼓
の
響
き
が
い
っ
そ
う

清
ら
か
に
聞
こ
え
る
。
き
っ
と
ま
た
こ
こ
に
来
て
嶺
南
の
瘴
癘
の
気
を
き
れ
い
に
洗
い
流
し
て
し
ま
お
う
、
白
い
木
綿
の
頭
巾
を

惜
し
ま
ず
に
わ
が
身
に
も
お
貸
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

二
〇
一
四
（
施
三
四
―
五
一
）

予
前
後
守
倅
餘
杭
凡
五
年
夏
秋
之
閒
蒸
熱
不
可
過
獨
中
和
堂
東
南
頰
下
瞰
海
門
洞
視
萬
里
三
伏
常
蕭
然
也
紹
聖
元
年
六

月
舟
行
赴
嶺
外
熱
甚
忽
憶
此
處
而
作
是
詩

予よ　

前ぜ
ん

後ご

余よ

杭こ
う

に
守し
ゆ

倅さ
い

た
る
こ
と
凡お
よ

そ
五ご

年ね
ん

。
夏か

秋し
ゆ
うの
間あ
い
だ、
蒸
じ
よ
う

熱ね
つ　

過す

ご
す
可べ

か
ら
ず
。
独ひ
と

り
中
ち
ゆ
う

和わ

堂ど
う

の
東と
う
な
ん南
の
頬
き
よ
う

は
、
海か
い
も
ん門

を
下か

瞰か
ん

し
、
万ば
ん

里り

を
洞ど
う

視し

し
、
三さ
ん
ぷ
く伏

に
も
常つ
ね

に
蕭
し
よ
う

然ぜ
ん

た
り
。
紹
し
よ
う

聖せ
い

元が
ん
ね
ん年

六ろ
く
が
つ月

、
舟
し
ゆ
う

行こ
う

し
て
嶺れ
い
が
い外

に
赴お
も
むく

に
、

熱ね
つ

甚は
な
は
だし

。
忽た
ち
まち

此こ

の
処と
こ
ろを

憶お
も

う
て
、
是こ

の
詩し

を
作つ
く

る

1　

忠
孝
王
家
千
柱
宮　
　
　

忠ち
ゆ
う

孝こ
う

の
王お
う

家か　

千せ
ん

柱ち
ゆ
う

の
宮き
ゆ
う

2　

東
坡
作
吏
五
年
中　
　
　

東と
う

坡ぱ　

吏り

と
作な

る　

五ご

年ね
ん

の
中う
ち

3　

中
和
堂
上
東
南
頰　
　
　

中ち
ゆ
う

和わ

堂ど
う

上じ
よ
う　

東と
う

南な
ん

の
頬き
よ
う

4　

獨
有
人
閒
萬
里
風　
　
　

独ひ
と

り
人じ
ん

間か
ん

万ば
ん

里り

の
風か
ぜ

有あ

り

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。
恵
州
に
向
う
途
上
の
作
。



206

南山読蘇会

二
一

〇
守
倅　

守
は
、
太
守
。
倅
は
、
通
判
。
余
杭
は
、
杭
州
の
西
に
あ
る
地
名
だ
が
、
こ
こ
で
は
杭
州
を
さ
す
。
蘇
軾
は
熙
寧
四
年
か
ら
七

年
ま
で
杭
州
通
判
、
元
祐
四
年
か
ら
六
年
ま
で
杭
州
知
事
の
任
に
在
っ
た
。
〇
中
和
堂　

宋
・
王
象
之
『
輿
地
紀
勝
』
巻
二
「
臨
安
府
」

の
条
お
よ
び
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
七
に
よ
れ
ば
、唐
代
以
後
、杭
州
府
邸
は
鳳
凰
山
の
麓
に
置
か
れ
、中
和
堂
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。

も
と
後
周
の
武
粛
王
銭せ
ん

鏐り
ゆ
うが
建
て
た
閲え
つ

礼れ
い

堂
を
、宋
の
孫そ
ん
べ
ん沔
が
中
和
堂
と
更
め
た
と
い
う
。
〇
頬　

正
室
の
側
の
部
屋
。
王
注（
趙
次
公
）

に
、「
頰
の
字
、内
地
の
常
語
に
、宮
室
の
房
を
頰
と
曰
う
、猶
お
人
の
頤い

頰き
よ
うの
ご
と
し
」
と
あ
る
。
〇
海
門　

陸
地
に
挟
ま
れ
た
狭
い
海
。

海
峡
。
〇
洞
視　

明
ら
か
に
見
通
す
。
〇
三
伏　

初
伏
（
夏
至
の
後
の
三
番
目
の
庚か
の
えの
日
）、
中
伏
（
四
番
目
の
庚
の
日
）、
末
伏
（
立
秋

後
の
最
初
の
庚
の
日
）
を
い
う
。
一
年
で
最
も
暑
さ
の
き
び
し
い
時
期
と
さ
れ
る
。

1
〇
忠
孝
一
句　

忠
孝
王
は
、
呉
越
王
銭せ
ん

俶し
ゆ
くを

指
す
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
九
に
、（
端
拱
元
年
八
月
戊
寅
）「
銭
俶
卒
す
。
…
…

秦
国
公
を
追
封
し
、
忠
懿
と
諡
す
」
と
あ
る
。
〇
千
柱　

千
本
の
柱
を
持
つ
宏
壮
な
建
物
。「
景
純　

和
せ
ら
る
。
復
た
次
韻
し
て
之
に

贈
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
二
三
四
頁
）
を
参
照
。
4
〇
万
里
風　

晉
・
成
公
綏
「
嘯
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
八
）
に
、「
遊

雲
を
泰た
い

清せ
い

に
飄
ひ
る
が
えし
、
長
風
を
万
里
に
集
む
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
夏か

や夜
の
嘆た
ん

」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
に
、「
安い
ず

く
に
か
万
里
の
風
の
、

飄
颻
と
し
て
我
が
裳
を
吹
く
を
得
ん
」
と
あ
る
。

　

か
つ
て
呉
越
王
が
建
て
た
千
本
の
柱
が
立
ち
並
ぶ
立
派
な
宮
殿
が
あ
り
、
私
は
そ
こ
に
役
人
と
し
て
五
年
も
勤
め
て
い
た
。
中

和
堂
の
東
南
側
の
あ
の
部
屋
は
、
俗
世
間
に
は
な
い
は
ず
の
万
里
の
風
が
吹
い
て
き
て
ま
こ
と
に
涼
し
か
っ
た
。

 

（
担
当　

蔡　

毅
）

二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
〜
二
〇
一
九
（
施
三
四
―
五
二
・
五
四
〜
五
六
）

慈
湖
夾
阻
風
五
首
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二
二

慈じ

湖こ

夾き
ょ
うに
て
風か
ぜ

に
阻は
ば

ま
る　

五ご

首し
ゅ

二
〇
一
五
（
施
三
四
―
五
二
） 

　

そ
の
一

1　

捍
索
桅
竿
立
嘯
空　
　

捍か
ん

索さ
く　

桅き

竿か
ん　

立た

っ
て
空く
う

に
嘯う
そ
ぶ

き

2　

篙
師
酣
寢
浪

中　
　

篙こ
う

師し　

酣か
ん

寝し
ん

す　

浪ろ
う

花か

の
中う
ち

3　

故
應

蒯
知
心
腹　
　

故も
と

よ
り
応ま
さ

に
菅か
ん

蒯か
い

の
心し
ん

腹ぷ
く

を
知し

る
べ
し

4　

弱
纜
能
爭　

里
風　
　

弱じ
や
く

纜ら
ん　

能よ

く
争あ
ら
そ

う　

万ば
ん

里り

の
風か
ぜ

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
慈
湖
夾
阻
風　

慈
湖
夾
は
、
当
塗
県
（
安
徽
省
）
の
北
に
あ
る
。
五
首
の
そ
の
二
は
『
蘇
東
坡
詩
選
』（
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
選
訳
　

岩
波
文
庫
）
二
六
八
頁
に
収
め
る
。
そ
の
詩
題
の
注
を
参
照
。

1
○
捍
索　

も
や
い
綱
。
蘇
軾
「
淮
を
過よ
ぎ

る　

三
首　

景け
い

山ざ
ん

に
贈
り
て
兼
ね
て
子
由
に
寄
す
」
そ
の
一
（『
合
注
』
巻
一
八
）
に
「
晩
に

洪こ
う

沢た
く

の
口
に
来
た
れ
ば
、
捍
索　

響
く
こ
と
雷
の
如
し
」
と
あ
り
、
王
注
（
趙
堯
卿
）
に
「
舟
に
捍
索
有
り
、
行
け
ば
則
ち
舟
よ
り
墜お

と

し
、
住と
ど

ま
れ
ば
則
ち
纜
と
も
づ
なと
為な

す
」
と
あ
る
。
○
桅
竿　

帆
柱
。『
広
韻
』
上
平
声
十
五
灰
に
「
桅
は
、
小
船
の
上
の
檣
竿
な
り
」
と
あ
る
。

2
○
篙
師　

船
頭
。
杜
甫
「
水す
い

会か
い

渡と

」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
に
「
篙
師　

楫
を
理お
さ

む
る
を
暗そ
ら

ん
じ
、
歌
笑
し
て
波
瀾
を
軽
ん
ず
」

と
あ
る
。
○
浪
花　

波
の
花
。
杜
甫
「
諸
貴
公
子
の
丈
八
溝
に
妓
を
携
え
て
涼
を
納
る
る
に
陪
し
晩
際
に
て
雨
に
遇
う　

二
首
」
そ
の
二

（『
杜
詩
詳
注
』
巻
三
）
に
「
纜
と
も
づ
なは

堤
柳
を
侵
し
て
繋
ぎ
、
幔
と
ば
り

巻
き
て
浪
花
浮
く
」
と
あ
る
。
3
○
故
応
一
句　

菅
蒯
は
、
チ
ガ
ヤ
や
ア
ブ

ラ
ガ
ヤ
。
縄
の
材
料
に
な
る
。
蘇
軾
「
十
月
二
日　

将ま
さ

に
渦
口
に
至
ら
ん
と
す
る
五
里
所ば
か
りに

し
て
風
に
遇
い
留
ま
っ
て
宿
す
」
詩
に
「
舟

人　

更か
わ
るが

わ
る
伝
呼
し
、
弱
纜　

菅
蒯
を
恃
む
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
二
〇
頁
）
を
参
照
。
心
腹
は
、
心
の
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二
三

う
ち
。『
尚
書
』
盤
庚
下
に
「
今
、
予　

其
れ
心
腹
腎
腸
を
敷
き
、
歴
こ
と
ご
とく
爾
な
ん
じ

百
姓
に
朕
が
志
を
告
ぐ
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
2
句
に
詠
ん

だ
篙
師
酣
寝
の
さ
ま
を
う
け
て
、
荒
波
の
中
で
も
船
頭
が
動
じ
ず
に
い
ら
れ
る
の
は
、
も
や
い
綱
の
心
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
、

綱
に
対
す
る
信
頼
感
を
述
べ
て
い
る
。
4
○
弱
纜　

弱
い
と
も
づ
な
。
杜
甫「
水
宿　

興き
ょ
うを
遣や

る
、群
公
に
呈
し
奉
る
」詩（『
杜
詩
詳
注
』

巻
二
一
）
に
「
小
江　

還ま

た
積
浪
あ
り
、
弱
纜　

且
つ
長
堤
に
す
」
と
あ
る
。
○
万
里
風　

万
里
を
わ
た
る
風
。
本
注
解
に
収
め
る
作
品

番
号
二
〇
一
四
の
詩
の
注
を
参
照
。

　

も
や
い
綱
を
結
ん
だ
帆
柱
が
突
っ
立
っ
て
空
中
で
唸
っ
て
い
る
の
に
、船
頭
は
波
に
揺
ら
れ
て
眠
り
こ
け
て
い
る
。（
船
頭
は
）

ち・

が・

や・

で
綯な

っ
た
な
わ
・

・

の
心
が
わ
か
る
は
ず
だ
か
ら
、
頼
り
な
い
と
も
づ
な
で
、
万
里
を
わ
た
る
強
い
風
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け

る
の
だ
。

二
〇
一
七
（
施
三
四
―
五
四
） 

　

そ
の
三

1　

我
行
都
是
退
之
詩　
　

我わ

が
行こ
う　

都す
べ

て
是こ

れ
退た
い

之し

が
詩し

2　

眞
有
人
家
水
半
扉　
　

真ま
こ
と

に
人じ
ん

家か　

水み
ず　

半は
ん

扉ぴ

な
る
有あ

り

3　

千
頃
桑
麻
在
船
底　
　

千せ
ん

頃け
い

の
桑そ
う

麻ま　

船せ
ん

底て
い

に
在あ

り

4　

空
餘
石
髮
掛
魚
衣　
　

空む
な

し
く
石せ
き

髪は
つ

を
余あ
ま

し
て
魚ぎ
よ

衣い

を
掛か

く

1 

2
○
我
行
・
真
有
二
句　

退
之
は
、
韓
愈
の
字あ
ざ
な。
退
之
詩
は
、
韓
愈
「
曾そ
う

江こ
う

口
に
宿
し
、
姪
孫
湘し
ょ
うに
示
す　

二
首
」
そ
の
一
（『
韓
昌

黎
集
』
巻
六
）
を
い
う
。
韓
愈
が
元
和
十
四
（
八
一
九
）
年
、「
仏
骨
を
論
ず
る
表
」
を
上
っ
た
こ
と
で
罪
を
獲
て
潮
州
へ
左
遷
さ
れ
て

赴
く
途
中
、曾
江
の
河
口
が
大
水
で
氾
濫
し
た
の
に
遭
遇
し
詠
ん
だ
も
の
。
そ
の
詩
に
「
暮
宿　

民
村
に
投
ず
れ
ば
、高
処　

水　

半
扉
」

と
あ
る
。
二
句
は
、
慈
湖
夾
で
風
雨
の
た
め
足
止
め
さ
れ
て
い
る
蘇
軾
自
ら
の
状
況
を
、
韓
愈
の
詩
を
め
ぐ
る
状
況
に
重
ね
て
い
る
。
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二
四

3 

4
○
千
頃
・
空
余
二
句　

千
頃
は
、
極
め
て
広
大
な
さ
ま
を
い
う
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
五
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
五
二
の
詩
の
注

を
参
照
。
桑
麻
は
、
桑
と
麻
。
ひ
い
て
、
桑
麻
を
植
え
る
土
地
を
い
う
。
蘇
軾
「
超
然
台
の
記
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
一
）
に
「
湖
山
の

観か
ん

に
背
き
て
、桑
麻
の
野や

を
行
く
」
と
あ
る
。
石
髪
は
、水
苔
。『
爾
雅
』
釈
草
に
「
藫藫た
ん

は
、石
衣
な
り
」
と
あ
り
、そ
の
郭
璞
の
注
に
「
水

苔
な
り
。
一
に
石
髪
と
名
づ
く
。
江
東　

之こ
れ

を
食
ら
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
藝
文
類
聚
』
巻
八
二
に
引
く
晉
・
周
処
「
風
土
記
」
に
「
石

髪
は
、水
衣
な
り
。
青
緑
色
に
し
て
、皆
な
石
に
生
ず
」
と
あ
る
。
魚
衣
は
、水
苔
。『
周
礼
』
天
官
「
醢か
い

人じ
ん

」
に
「
豆と
う

に
加
う
る
の
実じ
つ

に
、

…
…
箈箈た
い

菹
（
あ
り
）」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
鄭
司
農
の
注
を
引
い
て
「
箈箈
は
、
水
中
の
魚
衣
な
り
」
と
注
す
る
。
二
句
は
、
桑
や
麻
を
植
え

た
土
地
が
浸
水
し
た
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
。

　

わ
た
し
の
こ
の
旅
は
ま
っ
た
く
あ
の
韓
退
之
の
詩
そ
の
も
の
で
、
じ
つ
に
人
家
の
扉
半
分
の
高
さ
ま
で
浸
水
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
桑
と
麻
を
植
え
た
一
面
の
田
野
も
船
底
の
下
と
な
り
、
た
だ
石
髪
や
魚
衣
と
い
っ
た
水
苔
を
ひ
っ
か
け
る
ば
か
り
。

二
〇
一
八
（
施
三
四
―
五
五
） 

　

そ
の
四

1　

日
輪
亭
午
汗
珠
融　
　

日に
ち

輪り
ん　

亭て
い

午ご　

汗か
ん

珠し
ゆ

融と
お

る

2　

誰
識
南
訛
長
養
功　
　

誰た
れ

か
識し

ら
ん　

南な
ん

訛か

長ち
よ
う

養よ
う

の
功こ
う

3　

暴
雨
過
雲
聊
一
快　
　

暴ぼ
う

雨う　

過か

雲う
ん　

聊い
さ
さ

か
一い
つ

快か
い

4　

未
妨
明
月
却
當
空　
　

未い
ま

だ
妨さ
ま
た

げ
ず　

明め
い

月げ
つ

の
却か
え

っ
て
空く
う

に
当あ

た
る
を

1
○
日
輪
一
句　

日
輪
は
、
太
陽
の
こ
と
。『
列
子
』
湯
問
篇
に
「
日
の
初
め
て
出
づ
る
や
、
大
い
さ
車
輪
の
如
し
」（『
初
学
記
』
巻
一

に
引
く
『
列
子
』
に
よ
る
。
通
行
本
は
、
車
輪
を
車
蓋
に
作
る
）
と
あ
る
。
北
周
・
庾
信
「
鏡
の
賦
」（『
庾
子
山
集
』
巻
一
）
に
「
天
河

漸
く
没
し
、
日
輪　

将
に
起
こ
ら
ん
と
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
韓
愈
「
恵え

師
を
送
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
二
）
に
「
夜
半
に
起た

ち
て
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二
五

下
視
す
れ
ば
、
溟
波　

日
輪
を
銜ふ
く

む
」
と
あ
る
。
亭
午
は
、
正
午
。
蘇
軾
「
十
月
十
六
日　

見
る
所
を
記
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
二
冊
一
四
五
頁
）
を
参
照
。
汗
珠
は
、
た
ら
た
ら
滴
る
汗
。
晉
・
傅
咸
「
涼
に
感
ず
る
の
賦
」（『
藝
文
類
聚
』）
巻
五
）
に
「
汗　

玉

体
に
珠
の
ご
と
く
隕
ち
て
、
粉ふ
ん

と
し
て
身
に
附
し
て
沾て
ん

凝ぎ
ょ
うす
」
と
あ
る
。
融
は
、
通
る
。
何
晏
「
景
福
殿
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に

「
雲
行
き
雨
施
し
、
品
物
咸み

な
融
る
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
融
は
、
猶
お
通
の
ご
と
し
」
と
あ
る
。
汗
珠
融
は
、
汗
を
た
ら
た
ら

流
す
さ
ま
を
い
う
。
蘇
軾
「
子し

由ゆ
う

が
去
歳
、
挙
人
を
洛
下
に
試
み
て
寄
す
る
所
の
詩
に
和
す　

五
首　

暴
雨　

初
め
て
晴
る　

楼
上
の
晩

景
」
そ
の
三
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
七
五
頁
）
に
「
白
汗　

漿
を
翻
す　

午
景
の
前
、雨
余
の
風
物　

便
ち
蕭
然
た
り
」
と
あ
り
、

一
句
は
、
そ
の
1
句
目
と
似
る
。
2
○
南
訛　

南
方
に
お
け
る
化
育
。『
尚
書
』
堯
典
に
「
申か
さ

ね
て
羲
叔
に
命
じ
、
南
交
に
宅
す
。
南
訛

を
平
秩
す
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
安
国
伝
に
「
訛
は
、
化
な
り
。
夏
を
掌
る
の
官
、
南
方
の
化
育
の
事
を
平
序
す
」
と
あ
る
。
○
長
養　

い

つ
く
し
み
育
て
る
こ
と
を
い
う
。『
荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
「
人
民
を
長
養
し
、
兼
ね
て
天
下
を
利
す
」
と
あ
る
。
3
○
暴
雨　

激
し
い

に
わ
か
雨
。『
礼
記
』
月
令
に
「（
孟
春
に
）
秋
令
を
行
な
え
ば
則
ち
…
…
猋
風
暴
雨
総す
べ

て
至
る
」
と
あ
る
。
○
過
雲　

過
雲
雨
。
に
わ
か

雨
。
元
稹
「
閑　

二
首
」
そ
の
一
（『
元
稹
集
』
巻
一
四
）
に
「
江
は
過
雲
雨
に
喧
か
ま
び
すし
く
、
船
は
打
頭
風
に
泊
ま
る
」
と
あ
る
。
4
○
未

妨
一
句　

梅
堯
臣
「
高こ
う

車し
ゃ　

再
び
過よ
ぎ

る
、
永え
い

叔し
ゅ
く

内
翰
に
謝
す
」
詩
（『
宛
陵
先
生
集
』
巻
四
八
）
に
「
此
れ
を
以
て
彼
れ
に
易か

え
て
媿は

ず

る
こ
と
勿な

か
る
可べ

し
、
浮
栄　

雨
虹
を
送
る
が
若ご
と

き
有
り
。
須
臾
に
し
て
断
滅
し
て
復
た
見
え
ず
、
唯
だ
明
月
の
常
に
空
に
当
た
る
有
る

の
み
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
3
句
で
、
激
し
い
夕
立
ち
で
昼
間
の
暑
気
が
、
さ
っ
と
掃
き
清
め
ら
れ
る
爽
快
さ
を
述
べ
た
の
を
う
け
て
、

こ
う
し
た
宵
は
、
梅
堯
臣
が
詩
に
詠
じ
た
よ
う
に
、
明
る
く
輝
く
月
が
空
に
在
る
の
も
悪
く
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　

太
陽
が
中
天
に
達
す
る
頃
、
珠た
ま

の
よ
う
な
汗
が
噴
き
出
す
、
南
方
の
炎
暑
が
万
物
を
育
む
恵
み
な
ど
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

雲
が
湧
き
起
こ
り
に
わ
か
雨
が
降
っ
て
や
っ
と
一
息
、
明
る
く
輝
く
月
が
空
に
の
ぼ
る
の
も
悪
く
は
な
い
。

二
〇
一
九
（
施
三
四
―
五
六
） 
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二
六

　

そ
の
五

1　

臥
看

月
橫
千
丈　
　

臥ふ

し
て
看み

れ
ば　

落ら
く

月げ
つ　

千せ
ん

丈じ
よ
う

に
横よ
こ

た
わ
り

2　

起
喚
淸
風
得
半
帆　
　

起お

き
て
清せ
い

風ふ
う

を
喚よ

び
て　

半は
ん

帆ぽ

を
得え

た
り

3　

且
竝
水
村
攲
側
過　
　

且か

つ
水す
い

村そ
ん

に
並な
ら

ん
で
攲き

側そ
く

し
て
過す

ぎ
ん

4　

人
閒
何
處
不
巉
巖　
　

人じ
ん

間か
ん　

何い
ず

れ
の
処と
こ
ろ

か
巉ざ
ん

巌が
ん

な
ら
ざ
る

1
○
落
月　

西
に
傾
い
た
月
。
蘇
軾
「
僧
潜せ
ん

が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
」
詩
に
「
摩ま

尼に

を
乞
い
取
っ
て
濁
水
を
照
ら
し
、
共
に
落
月　

金
盆

の
傾
く
を
看
ん
」
と
あ
り
、そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
册
五
七
四
頁
）
を
参
照
。
○
千
丈　

長
江
の
水
の
深
さ
を
い
う
。
白
居
易
「
初

め
て
峡
に
入
り
て
感
じ
る
こ
と
有
り
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
一
）
に
「
上
に
万
仞
の
山
有
り
、下
に
千
丈
の
水
有
り
」
と
あ
る
。

2
○
起
喚
一
句　

清
風
は
、
す
が
す
が
し
い
風
。
蘇
軾
「
前
赤
壁
の
賦
」
に
「
清
風　

徐お
も
むろ
に
来
た
っ
て
、
水
波　

興
ら
ず
」（『
蘇
東
坡

詩
選
』
三
一
五
頁
）
と
あ
る
。
一
句
で
は
、朝
早
く
に
吹
く
、航
行
に
よ
い
風
を
い
う
。
半
帆
は
、帆
柱
の
半
ば
ま
で
帆
を
挙
げ
る
こ
と
。

3
○
水
村　

水
辺
の
村
。
杜
牧
「
江
南
の
春　

絶
句
」（『
樊
川
文
集
』
巻
三
）
に
「
千
里　

鶯
啼
い
て　

緑　

紅
く
れ
な
いに

映
ず
、
水
村　

山
郭　

洒
旗
の
風
」
と
あ
る
。
○
攲
側　

攲
は
、
か
た
む
く
。
攲
側
は
、
水
が
急
な
た
め
舟
体
が
か
た
む
く
こ
と
を
い
う
。
杜
甫
「
閬ろ
う

水す
い

の
歌
」

（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
三
）「
巴
童　

漿
を
蕩う
ご

か
し
て
攲
側
し
て
過
ぎ
、
水
鶏　

魚
を
銜ふ
く

み
て
来
去
し
て
飛
ぶ
」
と
あ
る
。
4
○
人
間
一
句　

人
間
は
、
人
の
世
。
巉
巌
は
、
険
し
い
岩
山
。
ひ
い
て
、
け
わ
し
く
そ
そ
り
立
つ
岩
山
の
さ
ま
。
蘇
軾
「
峡
を
出
づ
」
詩
に
「
峡
に
入
っ

て
は
巉
巌
を
喜
び
、
峡
を
出
で
て
は
平
曠
を
愛
す
」
と
あ
り
、
そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
一
三
三
頁
）
を
参
照
。

　

西
の
ほ
う
へ
傾
い
た
月
が
千
丈
の
（
深
さ
の
）
長
江
の
水
の
中
に
沈
ん
で
い
く
の
を
寝
な
が
ら
眺
め
、
い
い
風
が
吹
い
て
来
た

と
い
う
声
が
し
て
起
き
る
と
、
船
は
帆
を
半
ば
ま
で
挙
げ
て
（
漕
ぎ
出
す
）。
ま
ず
は
水
辺
の
村
々
に
沿
っ
て
、
船
を
か
た
む
け

て
急
流
を
航わ
た

っ
て
行
こ
う
、
こ
の
世
の
ど
こ
に
も
険
し
く
な
い
場
所
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）
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二
〇
二
〇
（
施
三
四
―
五
七
）

過
廬
山
下
幷
引

廬ろ

山ざ
ん

の
下も
と

を
過す

ぐ　

幷な
ら

び
に
引い
ん 

予
過
廬
山
下
、
雲
物
騰
涌
、
默
有
禱
焉
、
未
午
、
衆
峯
凜
然
、
故
作
是
詩
、 

予よ　

廬ろ

山ざ
ん

の
下も
と

を
過す

ぐ
る
に
、
雲う
ん

物ぶ
つ

騰と
う
よ
う湧
す
。
黙も
く

し
て
禱い
の

る
こ
と
有あ

り
。
未い
ま

だ
午ご

な
ら
ざ
る
に
、
衆
し
ゆ
う

峰ほ
う

凛り
ん

然ぜ
ん

た
り
、

故ゆ
え

に
是こ

の
詩し

を
作つ
く

る

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
廬
山　

江
西
省
九
江
県
の
南
に
あ
る
山
。
多
く
の
峰
か
ら
成
る
。
そ
の
名
は
、
周
代
の
ひ
と
匡
き
よ
う

俗ぞ
く

が
こ
の
山
に
廬い
お
りを

結
び
、
後
に
登
仙

し
て
廬
だ
け
が
の
こ
さ
れ
た
こ
と
に
因
む
と
い
う
（『
太
平
御
覧
』
巻
四
一
に
引
く
『
廬
山
記
』）。
匡
廬
、
匡
山
と
も
呼
ば
れ
る
。
○
雲

物　

雲
の
形
や
色
彩
。
○
騰
湧　

お
ど
り
あ
が
る
。
○
凜
然　

き
り
っ
と
し
た
さ
ま
。

　

廬
山
の
ふ
も
と
を
通
っ
た
と
き
、
山
に
は
湧
き
立
つ
よ
う
な
雲
が
か
か
っ
て
い
た
。
私
は
黙
っ
た
ま
ま
で
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

す
る
と
昼
前
に
は
、
廬
山
の
峰
み
ね
が
き
り
り
と
し
た
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
詩
を
作
っ
た
。

1　

亂
雲
欲
霾
山　
　
　

乱ら
ん

雲う
ん　

山や
ま

を
霾う
ず

め
ん
と
欲ほ
つ

す

2　

勢
與
飄
風
南　
　
　

勢い
き
お

い
は
飄ひ
よ
う

風ふ
う

と
南み
な
み

す

3　

羣
隮
相
應
和　
　
　

群む
ら

が
り
隮の
ぼ

り
て
相あ
い

応お
う

和わ

し

4　

勇
往
爭
驂
驔　
　
　

勇い
さ

み
往ゆ

き
て
争あ
ら
そ

っ
て
驂さ
ん
て
ん驔
た
り

5　

可
憐
薈
蔚
中　
　
　

憐あ
わ

れ
む
可べ

し　

薈わ
い
う
つ蔚
の
中う
ち



199

蘇軾詩注解（三十三）

二
八

6　

時
出
紫
翠
嵐　
　
　

時と
き

に
紫し

翠す
い

の
嵐ら
ん

を
出い

だ
す

7　

雁
沒
失
東
嶺　
　
　

雁が
ん

の
ご
と
く
没ぼ
つ

し
て
東と
う

嶺れ
い

を
失う
し
な

い

8　

龍
騰
見
西
龕　
　
　

龍り
ゆ
う

の
ご
と
く
騰あ

が
り
て
西せ
い

龕が
ん

を
見み

る

9　

一
時
供
坐
笑　
　
　

一い
ち

時じ　

坐ざ
し
よ
う笑

に
供き
よ
う

し

10　

百
態
變
立
談　
　
　

百ひ
や
く

態た
い　

立り
つ

談だ
ん

に
変へ
ん

ず

11　

暴
雨
破
坱
圠　
　
　

暴ぼ
う

雨う　

坱お
う
あ
つ圠
を
破や
ぶ

り

12　

淸
飆
掃
渾
酣　
　
　

清せ
い

飆ひ
よ
う　

渾こ
ん
か
ん酣
を
掃は
ら

う

13　

廓
然
歸
何
處　
　
　

廓か
く

然ぜ
ん

と
し
て
何い
ず

れ
の
処と
こ
ろ

に
か
帰き

す
る

14　

陋
矣
安
足
戡　
　
　

陋い
や

し
い
か
な　

安い
ず

く
ん
ぞ
戡か

つ
に
足た

ら
ん

15　

亭
亭
紫
霄
峯　
　
　

亭て
い

亭て
い

た
り　

紫し
し
よ
う霄

峰ほ
う

16　

窈
窈
白
石
菴　
　
　

窈よ
う
よ
う窈
た
り　

白は
く

石せ
き

菴あ
ん

17　

五
老
數
松
雪　
　
　

五ご

老ろ
う　

松し
よ
う

雪せ
つ

を
数か
ぞ

え

18　

雙
溪
落
天
潭　
　
　

双そ
う

渓け
い　

天て
ん

潭た
ん

よ
り
落お

つ

19　

雖
云
默
禱
應　
　
　

黙も
く

禱と
う

の
応お
う

と
云い

う
と
雖い
え
ど

も

20　

顧
有
移
文
慙　
　
　

顧か
え
り

み
る
に
移い

文ぶ
ん

の
慙は
じ

有あ

り

1
○
霾　

字
音
バ
イ
。
も
と
、大
風
が
土
砂
を
巻
き
あ
げ
て
降
ら
せ
る
（「
つ
ち
ふ
る
」）
意
だ
が
、こ
こ
で
は
、う
ず
め
る
こ
と
。『
楚
辞
』

九
歌
「
国
殤
」
に
、「
両
輪
を
霾う
ず

め
て
四
馬
を
縶つ
な

ぎ
、
玉ぎ
よ
く
ふ枹

を
援と

り
て
鳴
鼓
を
撃
つ
」
と
あ
る
。
2
○
飄
風　

つ
む
じ
か
ぜ
。『
詩
経
』
大

雅
（
生
民
之
什
）「
巻け
ん

阿あ

」
に
、「
巻
た
る
阿あ

有
り
、
飄
風　

南
自よ

り
す
」
と
あ
る
。
3
○
隮　

の
ぼ
る
。
気
や
虹
な
ど
が
立
ち
の
ぼ
る
こ
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二
九

と
。『
詩
経
』
鄘
風
「
蝃て
い
と
う蝀
」
に
、「
朝あ
し
たに
西
に
隮
れ
ば
、
朝
を
崇お

う
る
ま
で
其
れ
雨
ふ
る
」（
蝃
蝀
は
虹
の
意
）
と
あ
る
。
4
○
驂
驔　

馬
が
疾
走
す
る
さ
ま
。
杜
甫
「
酔
い
て
馬
よ
り
堕
つ
る
を
為
す
、
諸
公　

酒
を
携
え
て
相
看み

る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
八
）
に
、「
朱

汗　

驂
驔　

猶
お
玉
を
噴
く
に
、
虞は
か

ら
ざ
り
き　

一い
つ
け
つ蹶
し
て
終
に
損
傷
せ
ん
と
は
」
と
あ
る
。
5
○
薈
蔚　

雲
の
さ
か
ん
に
湧
き
あ
が
る

さ
ま
。『
詩
経
』
曹
風
「
候
人
」
に
、「
薈
た
り
蔚
た
り
、
南
山
に
朝あ
し
たに
隮の
ぼ

る
」
と
あ
る
。
6
○
紫
翠
嵐　

木
々
が
紫
や
翠み
ど
りに
し
げ
っ
た
山

の
け
し
き
。
嵐
は
、
山
に
か
か
る
も
や

0

0

。
杜
牧
「
早
春
、
閣
下
に
寓と
の

直い

し
、
蕭
九
舎し
や

人じ
ん

も
亦
た
内
署
に
直
す
、
因よ

り
て
書
懐
を
寄
す　

四

韻
」
詩
（『
樊
川
文
集
』
巻
二
）
に
、「
千
峰　

紫
翠
を
横
た
え
、
双
闕　

欄
干
に
憑よ

る
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
池ち
し
ゆ
う州
の
弄
水
亭
に
題
す
」

詩
（『
樊
川
文
集
』
巻
一
）
に
、「
綺き

席せ
き　

草
は
芊せ
ん
せ
ん芊
、
紫
嵐　

峰
は
伍ご

伍ご

」
と
あ
る
。
7 

8
○
雁
没
・
龍
騰
二
句　

一
韓
智
翃
は
、「
サ

テ
ア
ソ
コ
ニ
今
マ
デ
ア
ツ
タ
ル
峰
ガ
、
チ
ヤ
ツ
ト
失
シ
テ
見
（
エ
）
ザ
ル
ハ
、
雁
ノ
没
ス
ル
ガ
如
（
ク
）
ナ
ゾ
。
サ
テ
コ
コ
ナ
ル
山
ノ
峰

ノ
西
ノ
方
ニ
チ
ヤ
ツ
ト
見
ユ
ル
ル
ハ
、
龍
ノ
騰
（
ガ
ル
）
ガ
如
ク
ナ
ゾ
。
…
…
龕
ハ
峰
ヲ
云
（
フ
）
ゾ
」
と
記
す
（『
四
河
入
海
』
巻
一

の
三
）。
龕
は
仏
塔
の
意
で
、
こ
こ
で
は
峰
を
か
く
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
10
○
立
談　

時
間
が
き
わ
め
て
短
い
こ
と
の
た
と
え
。『
漢

書
』
揚
雄
伝
（「
解か
い

嘲と
う

」）
に
、「
或
い
は
七
十
に
説
く
も
遇
わ
ず
、
或
い
は
立
談
に
し
て
侯
に
封
ぜ
ら
る
」
と
あ
る
。
11
○
坱
圠　

際
限

の
な
い
さ
ま
。『
漢
書
』
賈
誼
伝
（「
鵩ふ
く

鳥ち
よ
うの
賦
」）
に
、「
大た
い
き
ん鈞
物
を
播し

き
、
坱
圠
と
し
て
垠
か
ぎ
り

無
し
」
と
あ
る
。
一
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃

は
、「
サ
テ
ニ
ワ
カ
ニ
雨
ガ
フ
リ
テ
、塵
埃
ノ
坱
圠
タ
ル
ヲ
破
ル
ゾ
」
と
記
す
。
12
○
清
飆　

さ
わ
や
か
な
大
風
。
晉
・
成せ
い
こ
う
す
い

公
綏
「
嘯し
よ
うの
賦
」

（『
文
選
』
巻
一
八
）
に
、「
南な
ん

箕き　

穹
き
ゆ
う

蒼そ
う

に
動
き
、
清
飆　

喬
き
よ
う

木ぼ
く

に
振
る
う
」
と
あ
る
。
○
渾
酣　

見
な
い
語
だ
が
、
濁
り
乱
れ
る
さ
ま

を
い
う
か
。
一
韓
智
翃
は
一
句
を
、「
風
ガ
吹
（
イ
）
テ
、
ク
モ
リ
タ
ル
雲
ヲ
ス
ツ
ト
吹
（
キ
）
掃
（
フ
）
ゾ
」
と
記
す
。
13
○
廓
然　

か
ら
っ
と
し
て
何
も
な
い
さ
ま
。
陶
淵
明
「
従
じ
ゆ
う

弟て
い

敬け
い

遠え
ん

を
祭
る
文
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
に
、「
庭
樹
は
故も
と

の
如
く
、斎
宇
は
廓
然
た
り
」

と
あ
る
。
14
○
戡　

字
音
カ
ン
。
戦
い
に
勝
っ
て
平
定
す
る
。
15
○
亭
亭　

高
く
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。「
望
夫
台
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩

集
』
第
一
冊
七
八
頁
）
を
参
照
。
○
紫
霄
峰　

廬
山
の
峰
の
一
つ
。
宋
・
陳
舜
兪
『
廬
山
記
』
巻
三
に
、「（
簡か
ん

寂じ
や
く）

観か
ん

は
、
白
雲
峰
の
下

に
在
り
。
其
の
間
の
一
峰
、
独
り
出
で
て
秀
卓
な
る
者
を
ば
紫
霄
峰
と
曰
う
」
と
あ
る
。
16
○
窈
窈　

奥
深
い
さ
ま
。
○
白
石
菴　

廬
山

に
あ
る
い
お
0

0

り0

の
名
。『
廬
山
記
』
巻
三
に
、「
万
寿
（
院
）
由よ

り
復
た
出
で
て
南
に
行
く
こ
と
三
里
、
楞り
よ
う
が
い
ん

伽
院
に
至
る
。
旧も

と
下
白
石
と

名
づ
く
。
…
…
楞
伽
の
東
由よ

り
山
に
上の
ぼ

る
こ
と
三
里
、
証
道
院
に
至
る
。
旧
と
上
白
石
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。
17
○
五
老　

廬
山
の
峰
の
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三
〇

名
。『
太
平
寰
宇
記
』（
巻
一
一
一
）
江
州
徳
化
県
の
条
に
、「
五
老
峰
は
、
廬
山
の
東
に
在
り
。
懸
崖
の
突
出
す
る
こ
と
、
五
人
相あ
い

逐お

い

て
羅
列
す
る
の
状
の
如
し
」
と
あ
る
。
李
白
「
廬
山
の
五
老
峰
を
望
む
」（『
李
太
白
全
集
』）
詩
に
、「
廬
山
東
南
の
五
老
峰
、
青
天　

削け
ず

り
出
だ
す　

金
芙
蓉
」
と
あ
る
。
○
松
雪　

松
の
樹
に
積
も
っ
た
雪
。
顔
延
之
「
王
太
常
に
贈
る
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
六
）
に
、「
庭
は

昏く
ら

く
し
て
野
陰
を
見
、
山
は
明
る
く
し
て
松
雪
を
望
む
」
と
あ
る
。
18
○
双
渓　

廬
山
の
渓
流
の
名
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
（『
廬
山
記
』

巻
二
に
、宝
厳
禅
院
の
旧
名
と
し
て
の
「
双
渓
」
が
見
え
る
）。『
廬
山
記
』
巻
二
に
、「
草
堂
を
過
ぎ
て
、半
山
に
二
泉
有
り
、山
石
の
間
、

名
づ
け
て
双
玉
澗
と
曰
う
」（
草
堂
は
、
白
居
易
が
香
爐
峰
下
に
置
い
た
草
堂
）
と
あ
り
、
王
注
も
こ
の
部
分
を
引
く
。
○
天
潭　

天
上

に
深
く
水
を
湛
え
た
淵
。
蘇
軾
以
前
に
用
例
を
見
な
い
。
19
○
黙
禱
応　

韓
愈
「
衡こ
う

嶽が
く

廟び
よ
うに
謁
し
、遂
に
嶽が
く

寺じ

に
宿
し
て
、門
楼
に
題
す
」

（『
韓
昌
黎
集
』
巻
三
）
詩
に
、「
我
れ
来
た
っ
て
正ま
さ

に
逢
う　

秋し
ゆ
う
う雨

の
節せ
つ

、
陰
気
晦か
い

昧ま
い

に
し
て
清せ
い

風ふ
う

無
し
、
心
を
潜ひ
そ

め
て
黙も
く

禱と
う

す
れ
ば
応お
う

有
る
が
若ご
と

し
、
豈
に
正せ
い

直ち
よ
くの

能よ

く
感か
ん

通つ
う

す
る
に
非
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
唐
の
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）、
連
州
（
広
東
省
）
の
陽
山
の

令
に
貶
せ
ら
れ
た
韓
愈
は
、二
年
後
に
赦
さ
れ
て
陽
山
を
離
れ
、北
に
向
か
っ
た
。
そ
の
途
上
で
衡
山
（
南
嶽
）
の
廟
に
詣
で
た
と
こ
ろ
、

悪
天
候
に
妨
げ
ら
れ
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
衡
山
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
二
）』
に
収
め
る
「
臨
城
道
中　

幷
び
に

引
」
の
注
を
参
照
。
20
○
移
文　

告
知
の
回
状
（
ま
わ
し
ぶ
み
・
ふ
れ
ぶ
み
）
の
こ
と
。
孔こ
う

稚ち

珪け
い
「
北
山
移
文
」（『
文
選
』
巻
四
三
）
は
、

も
と
建け
ん
こ
う康
（
南
京
）
郊
外
の
鍾し
ょ
う
ざ
ん山に
隠
棲
し
た
南
斉
の
周
し
ゆ
う
ぎ
よ
う
顒
が
、
朝
廷
か
ら
の
招
請
に
応
じ
て
山
か
ら
出
た
こ
と
を
、
鍾
山
の
山
霊
の
口

を
借
り
て
糾
弾
す
る
と
い
う
内
容
。「
喬き
よ
う　

将ま
さ

に
行
か
ん
と
し
、
鵝が

鹿ろ
く

を
烹に

、
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
八
四
頁
）
を
参

照
。
一
韓
智
翃
は
、「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
坡　

廬
山
ニ
帰
ラ
ズ
シ
テ
茲こ
こ

ニ
来
タ
リ
。
故
ニ
移
文
ノ
愧は
じ

有
リ
。
周
顒
ヲ
以
テ
自
ラ
比
ス

ル
ナ
リ
」
と
記
す
。

　

山
を
覆
わ
ん
ば
か
り
の
乱
れ
雲
が
、
つ
む
じ
風
と
と
も
に
南
に
や
っ
て
き
た
。
調
子
を
合
わ
せ
て
群
れ
を
な
し
山
に
の
ぼ
る
。

勇
ん
で
争
い
往
く
そ
の
さ
ま
は
ま
る
で
奔
馬
が
駆
け
る
よ
う
だ
。
そ
う
し
て
雲
が
湧
き
た
つ
な
か
に
、
い
っ
と
き
姿
を
見
せ
る
紫

や
翠
の
山
容
が
す
ば
ら
し
い
。
飛
び
ゆ
く
雁
が
見
え
な
く
な
る
よ
う
に
東
の
嶺
は
姿
を
消
し
、
昇
り
龍
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
西

の
峰
が
姿
を
見
せ
る
。
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そ
ん
な
ふ
う
に
千
変
万
化
す
る
雲
の
よ
う
す
が
、
わ
ず
か
な
間
に
目
に
入
る
こ
と
が
見
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
さ
て
際

限
な
く
広
が
っ
て
い
た
土
ぼ
こ
り
を
に
わ
か
雨
が
破
っ
て
洗
い
流
し
、
一
帯
を
覆
っ
て
い
た
乱
れ
雲
も
さ
わ
や
か
な
大
風
に
吹
き

払
わ
れ
た
。
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
、
ど
こ
に
消
え
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
つ
ま
ら
ぬ
雲
な
ど
と
張
り
合
う
ま
で
も
な
い
と
い
う
も
の

だ
。

　

高
く
そ
び
え
立
つ
紫
霄
峰
、
山
肌
の
奥
深
く
に
は
白
石
庵
。
五
老
峰
は
松
に
お
い
た
雪
ま
で
も
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、
双

玉
澗
の
せ
せ
ら
ぎ
は
天
の
潭ふ
ち

が
流
れ
落
ち
た
も
の
。

　

こ
の
よ
う
に
黙
し
て
祈
っ
た
し
る
し
は
あ
っ
た
と
い
う
も
の
の
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
宦
遊
の
身
、
世
に
出
た
こ
と
を
非
難
す
る

回
状
を
ま
わ
さ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）




